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•

い
て
、
更
ら
に
科
學
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
尨
い
：の‘は
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
，で.
あ
ら
：ぅ
。
こ
の
や
ぅ
，に.
し
て
現
.在
の
吾
國
の
事
情
か
ら

す
れ
ば
，
勞
働
生
產.
性
の.
增
大•
の
だ
め
に
、/
ま
た
エ
場
精
神
の.
國
家
的
高
揚
の.
た
め
：に
、
何
ょ
り
も
先
づ
必
耍
な
羌
の
，は

• 

. 

. 

. 

. 

•' 

-'

る
政
府
の
'指
翦
を
M
f>
:
に
科
學
化
す
る
；

j

と
で
.あ

る

.0
:
そ

し

て
.#
ひ
今
H
厚
生
省
に.
味

..
'
杂
衆
衞
生
院
が
存
在
す
る
。
し
か
レ
私
は
從

來
屢
b
別
の
撇
會
に
4
述
べ.
て
來.
た
や
ぅ
に
、.
.

(

訪
ニ
八)

吾
々「

は
：單
：犯
そ
れ
だ
け
を
以
0.
て
滿
足
す
べ
き
，も
の
で
は
紅
く
、
こ
わ
政
府

の
指
導
ぞ
科
學
化
す
，名

.
た
め
に.
は
、
少
く
と
も
現
在
直
ち.
に
京
激
、
中
京
、
泉
阪
神.
、
及
び
北
九
州
のH

鑛
業
^
心
地
に
"
相
當
規
模

の
努
慟
の.
科
學
的
研
策
機
關.
の
設
立
が
要
望
せ
ら
る.
べ
き.'
で
あ
ら
ぅ
。

：

..::>

..

.:

.
:

產
業
報•
國
運
動
を
姓
か.
す
も
殺
す.
も
、
，そ
れ
は
究.
局
こ
の.
科.
學
的
碁
礎.
の.
：獲
得.
の
如
何
；

y

あ
るo  
.

.

.

:

:

,

.

.

.

.

' 

. 

-
•

 

.. 

, 

•
:

.'註
ニ
七
厚_

赞
働
局.
產
業
報
國
運
動
要
綱-(
產
業
報
國
運
動.
資
料
の
ー)

,

.

：

.
：

■
一
：

.

. 

'
註-U

八
拙
稿
，̂

働
と
科
學.

C

財
政
經
濟
時
報
第
二
十
七
卷
，第
七
號
：
一
四頁

；}
：..  

'

..

.

.
,

拙
著
*
勞
®
'
學
論 

一J

七
頁 

：

.

.
0

0

本
稿
の
概
要
は
、
去
る
八
月
五
日
川
崎
市
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
日
本
售
潘
醫
學
研
究
所
の
盖
に
か
、
る

*

■讓
保
賭
勞
務
管
理 

.

.

.
1
講
座
し
に
於
い
て
、
私
の
發
表

.
し
た
も
め
で
あ
る
が
、
同
講
座
に
於
い
て
は
時
間
の
制
限
上

•
売
分
意
1
盡
ず
こ'と
が

出^ /
^.
、
ま

た

私

見 

の
內
に
不
充
分
の
甄
も
あ
つ
て
、
本
稿
は
こ
れ
を
補
ふ
た
め
に
書
が

.
れ
だ
も.
の
で
あ
を0:
し.
か
も
本
稿% ;
亦
批
判
を
受
ぐ
べ
き
餘
地
も
多

- 

.
か
ら
ぅ
と
自
ら
考
へ
る
程
の
も
の
で'あ
る
0
し
か
し
そ
れ
は
ま
た
吏
め
て
別
の
機
會
に
補
足
す
る
ど
1>.
で
、
此
處
で
ほ
本
稿
の
成
立
の
た 

め
に-
、
そ
の
機
會
そ
提.
供.
せ
ら
れ
た
前
記
豫
防
醫
學
硏
究
所
の
方
々
に
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し

..
て
置^
た
い
。.

r.
f 

. 

.

.

.
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昭
和
十
五
年
八
月
ニ
十
九
日
稿7
し
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_
臺

灣

經濟の外地的一性格

■
.

■
:.

1
、

_
序
.
-
言
.

.
.

-
ニ
、
蓽
灣
鼢
濟
發
展
史
概
說.

.:

■  

三
、{'日
本
經
濟
ど
臺
灣
經
濟
.'
.

丨 

:
•

 

V

:
へ
'

四
、
轉
換
期
の
臺
■
經
濟 

.

.

,  

.

麵
 

..
 

.

.

.事
變
の
長
明
化
と
南
支
作
戰
の
展
開
海
南
島
、
新
南
群
島
の
占
有
は
、
.

ゎ
が
亂
の
南
..へ
の
關
心
を
深
め
る
に
至
つ
た
。
力
4

に 

最
近
：に
お
け
る
蘭
印.•

佛
印
間
題
の
擡
頭
は
、
日
本
の
•南
方
政
策
を
し
て
國
策
に
ま
で
押
し
上
げ
た
。
.事«

昼
と
併
行
し.
て'樹
.立
さ 

る
べ
き
大
m
sl
共
榮
圈
に
つ
い
て
も.

遠
く
こ
れ
ら
地
域
と
の
經
濟
的
關
聯
の
緊
歡
化
が
豫
期
さ
れ
て
ゐ
る-V.
か

、

る
.事
I
に
直
面
し

て
、
南
方
政
策
據
點
と
し
て
の
藝
灣.
の
地
位
が
苒
認
識
さ
れ
る
事
に
な
つ
た
•°
。
 

.
•
:
.
'

.
1

つI

軍
事
的
极
據
地
と
し
て
’、
ニ
つ
に
は
經
濟
的
活
動
の
基
地
ど
し
て
、
臺
灣
は
い
か
に
そ
の
使
命
を
達
成
す
べ
き.
で.
'ぁ
ら
ぅ 

かo

豪
灣
丨
海
南
島
1

南
洋
義
統
治
領
を
結
ぶ
素
線
を
軸
七
しV

、

そ
の
；
軍

事

的

根

據

地

，
士
し

.
て

建

_

笼

裘

絕

體

鲈
 

_

經
濟
の
外
地
.
的
.擇 

七

七

0

雾



逡

灣

鸫

濟

'の

外

地

的

性

格

 

七

八

(

1
1S
.
5

で
'あ
る.
。
第
一
ニ
の.
要
望
に
對
し
て
臺
灣
經
濟
は
い.
か
な
，る
關
係
に
-
お
い
て.
應
.じ#
る
で
あ
ら
う
かP,
近

年

.に
お
け
る
.
臺
灣
經
濟
自
體.
の 

證

徽

勢

よ

仅

見

て

頗

る

，興
味
深
き
問
題
で
あ
ら
う

0

猶
竅
以
來
少
く
と
も
昭
和
五
年
に.
い
た
る
ま
で
の
經
過
に.
お
い
て
：
臺
灣
の
產
業
開
發
は
、.一

に
本
國
經
濟
の
要
求
す
る
所
に
し
た 

が
つ
て
進
め
ら
れ
來
つ
龙
も
の
と
言
へ
よ.
う
。
い.
は
¥
そ
れ
は
臺_

に
：：對
す
る
公
式
的
な

.
外
地
的
經
濟
關
係
の
1

で
あ
つ
た
、*
糧
，
 

厮
料
供
給
地
、
本
國
製
品
販
路
及
び
そ
れ
ら
に
基
く
資
本
投
下
領
域
と
し
て
の
役
割
の
擔
當
が
、
こ
め
期
間
に
お
け
る
«
_
經
濟
の
佘 

貌
で
あ
づ
た
o.
そ
の
限
り
臺
灣
經
濟
の
外
地
と
し
て
の
特
質
、
言
a
か
へ
る
な
ら
ば
そ
の.
：外
地
的
* :
格
は
“極
办
て
高
度
の
^
の.
で.
あ
、々

滿
洲
事
變
の
勃
發
及
び
そ
の
後
に
お
け
る
日
滿
經
濟
ブ
口
ッ
ク
形
成
の
運
動
は
當
然
»■
灣
に
も
波
及
し
た
。
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
の 
'
翼 

と
し
て
、
臺
灣
經
濟
の
新
た
：な
る
出
發
が
期
待
さ
れ
み
事
と
，な
つ
た
。
.從
來
砂
糖
原
料
た
る
簾
作
と
米
作
の
ニ
本
建
を
以
て
行
は
れ
來 

'つ
た
虚
業
開
發
方
針
は
，
當
時
漸
く
行
詰
り
の
段
階
へ
と
近
付
い
た
。
そ
れ
は
農
業
部
面
に
お
い
て
は
、
棉
花
、
麻
類
等
所
謂
■新
興
作 

物
の
增
產
獎
勵
へ
と
轉
化
の.
方

.̂
を
指
示
し
た
。
し
か
も
偶
々
完
成
さ
れ
た
大
規
模
な
水
力
發
電
施
設
は
、
±>
い
强
度
に
-
こ
れ
を
蕋 

礎
と
し
て
の
近
代
的
工
業
、
就
中
重
エ
歡
及
び
電
氣
化
學
エ
業
の
興
隆
を
促
し
た
。
こ
の
期
間
よ
り
、
臺
灣
經
濟
は
工
業
化
の
進
展
及 

び
農
業
再
編
成
を
樞
軸
と
し
て
の
進
行
を
開
始
し
た
。

新
興
工
業
の
多
く
が
主
と
し
て
滿
洲
南
洋
方
面
か
ら
の
輸
入
原
料
を.
基
^
と
し
て
成
立
し
た
事
淸
に
鑑
み
、«
灣
丁
：業
の
1
立
性
獲 

得
が
標
傍
さ
れ
ひ
い
て
は
臺
灣
經
濟.
全
般
の
自
主
化
が
問
題
と
な
つ
た
。
か
、
る
情
勢
の
展
開
は
、
從
來
の
內
地
依
存
市
場
的
立
場 

か
ら
の
離
脫
を
意
味
す
る
も
0..
と
し.
て.
注
目.
を
惹
い
"た
。..1"

部
論
者
よ
ひ
は
、.
臺
歸
經
濟
の
進
路
は
か
、
る
方
向
に
知
い
て
の
み
、
定 

め
ら
る
べ
き
も.
の
と
評
阗
せ
k
れ
た
。

.

.

し
か.
し
現
實
に
づ
い.
て
見
る
な
ら
ば
、
新
興
作
物
の
增
產
と
い
ひ
、
X

業
化
'^
い
ふ
も
ノ
い
づ
れ
4

日
本
内
地
に
お
い
て
生.
產Q

困 

1
•

不
利
な
る.
も
の
V

適
用
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
こ
と
に
エ
業
設
立.
に..
つ
い
■
て
ば
内
地
資
本
の
勢
力
が
壓
麵
的
で
あ
る
o

し
た
が
ク 

て
豪
灣
經
濟
に
對
す
る
內
地
の
指
導
性
は
依
然
と
し
'て
强
度
の
も
の
と
解
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。-

'.
支
那
事
變
ぬ
勃
發
は
，
こ
の
傾
向
.を 
一•
厚
押.
し
す
、
め
た
。
戰
時
下
國
內
物
資
需
給
維
持
の
建
前
か
ら
外
地
生
康
品
は
必
要
な 

限
り
、擧
げ
て
本
國
ベ
の
供
給
が
要
警
れ
る
。
議
工
業
も
と
の
線
に
沿
つ
て
の
み
新
設
•
增
資
の
管
迆
つ
た
。
さ
ら
に
又
戰
時
食 

糧
政
策
の
麗
ょ
り
*
内
地
へ
の
米
縠
補
給
が
緊
要
と
な.
つ
た
。
こ
、
に
豪
灣
は.
一
方
1
お
い
て
'
_
興
エ
業
領
域
と
し
て
の
任
務
を
擔 

當
す
る
と
共
に
、
他
方
に
お
い
て
旣
往
の
食
糧
領
域
と
し
て
の
態
檬
の
維
持
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
一
見
^
盾
す
る
.が
如
き
樣
射 

の
ぅ
ち
に
、
わ
れ
^-

は
現
段
階
に
お
け
る
臺
灣
經
濟
の
外
地
的
性
格
を
把
握
し
得
る
の
で
あ
る
。'
K
js
l
經
濟
フ
ロ
ッ
ク
楦
立
の
曉
に 

お
い
て
も
*
恐
ら
く
こ
の
性
質
は
大
な
る
改
變
を
蒙
む
る.
こ.
と
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
南
方
政
策
據
點
と
し
て
の
臺
灣
の
地
位
の
考
察
に

つ
き
、
無
視
出
来
ぬ
一
點
で
あ
る
。

- 

: 

—

か
k
る
臺
灣
經
濟
の
性
格
の
保
持
は
實

.
に
こ
れ
ま
で
の
本
國
經
濟
と
の
密
接
な
る
關
聯
の
成
果
'に
外
な
ら
な
い
。
豪
灣
經
濟
發
展 

の
歷
史
的
囘
顧
を
行
ふ
事
に
ょ
つ
て
、
日
本
經
濟
に
お
け
る
そ.
の
地
位
を
明
ら
か
に
し
、
以
て
：臺.
灣
經
濟.
の
外
地
的
性
格
に
つ
い
そ
の
、.
 

究
明
を
試
み
る
所
以
で
あ
る
。' 

イ

:

S
I 

■ 

:

日
淸
戰
爭
後
、
明
治
二
十
八
年
四
月
の
馬
關
條
約
に
基
き
、
臺
灣
の
領
有
權
は
日
本
の
手
に
歸
し
，た
。.
そ
の
後
の
日
本
の
臺
灣
統
治. 

成
績
、
こ
と
に
そ
の
經
濟
的
開
發
の
進
展
は
、
わ
が
國
外
地
經
營
の
顯
ら
か
な
成
功
と
目
さ
，れ
て
ゐ
る
。
し
か
し1  
画
初
の
^
に
お
い
て 

は
*.
土_

の
叛
亂
乃
至
は
蕃
族
の
蜂
起
の
た
め
に
、
統
治
狀
況
は
泌
ず
し
も
樂
觀
を
許
さ
な
か
つ
た
。
年
々
七
百
萬
圓
に
上
る
政
府
補

_

經
濟
の
外
地
的
篇
 

七

九

(
一

ニ
五
九) .
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六.
oy

■ 

.

,助
金
.の
過
大
を
理
,
と
.
1て「

臺
灣
放
棄
論」

.の

.唱
へ
ら
れ
た
の
-i
:
.-
そ
.の頃

.：

の
.こ
と
で
あ
.っ
た
。
明
治
1ニ

.0
|

三

：
ー

年

の

議

會

に

.お
い 

.

弋
補
助
金
は
四
百
萬
圓
に
ま
で
削
減
さ
れ
た
ぐ
し
か
も
兒
玉
滅
督
’
後
藤
民
政
長
官
^
努
ヵ
は
-
ニ
方
に
お
い
て
土
匪
^
鎭
定
を
戒
就 

ゾ 

' 

,

す
る
と
.共
に
、他
方
に
お
い
て
產
業
開
發
の
端
緖
を
開
ぐ
事
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
ニ
年
-(
0
察
灣
銀
行(

資
本
金
五
百
.萬
圓)

$
創
設
、同

‘

三
十
三
年
の
毫
灣
製
糖
株
式
會
社(

資
本
金
壹
百
萬
圓)

の
設
立
は
、
正
に
そ
の
開
幕
を
印
す
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

'

/

'
當
時
旣.
に
帝
國
生
義
段
階
に
入
り
っ
、
あ
っ
た
ョ
ー

ロ
ッ
パ
資
本
主
義
列
强
が
、
極
東
に
お
い
て
も
•そ
の
利
害
か
ら
積
極
的
な
對
外 

活
動
を
强
行
し.
っ
ぐ
あ
っ
た
情
勢
に
而
し
て
、
日
本
資
本
主
義
は
、
や
>
や.
く
そ
の
體
制
を
固
め
允
時.
に
す
言
な
か
つ
た
。
先
進
國
勢 

力
と
對
抗
す
る
た
め.
に
は
*
他
の
領
域
に
お
け
る
と
同
じ
く
毫
灣
に
つ
い
て
も
亦
、
日
本
の
經
濟
的
活
動
の
^

^
に
は
、
國
家
自
身
の 

手
に
ょ
る
强
力
な
保
護
•
獎
勵
が
必
要
で
あ
っ
た
:0.
そ
の
頃
か
ら
の
日
本
國
內
の
蹯
藤
的
な
經
濟
的
發
展——

資
本
の
蓄
積
に
應
じ
て
、

臺
灣
開
發
の.
事
業
も
順
調
に
進
行
し
た
。
就
中
臺
灣
に
為
け
る
三
十
七
年
め.
幣
制
改
革
-.
三
十
八
年
の
土
地
調
査
の
完
了
*
四
十
一
年 

の
‘縱
貫
鐵
道
れ
全
通
及
び
基
隆.
.
高
雄
の
築
港
完
成
等
は
、
，そ
の
後
の
臺
灣
'.經
濟
發
展
の
基
礎
的
條
件
の
整
備
を
意
味
し
，.た
。_
 

■■

•
日
淸
戰
爭
の
勝
利
を
契
機
と
しV

開
花
期
に
入
っ
た
R
本
資
本
主
義
は
、
そ
の
特
質
と
し.
て
早
く
も
食
糧
•
原
料
供
給
地
、
製
品
販
路 

.
の
確
保
を
目
指
し.
て
、
活
潑
な
對
外
活
動
を
遂
行
せ
ざ..る
を
得
な
か
っ
た
？
蓋
し
明
治
初
期
以
来
、
政
府
に
ょ
る
强
ヵ
的
なH

業
過
程 

の
促
進
は——

對
外
的
忆
先
進
列
强
の
壓
迫
に
抗
す
る
と
い
ふ
特
殊
の
使
命
ょ
り
出
た
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
が
，̂_
_
_
|̂
'.
«.
に
は 

:  

>

農
業
に.
比
し.
て
，

H

業
の
跛
行
的
發
展
を
招
來
し
た
。
否
む
し
ろ
農
業
的
發
展
の
制
約
を
基
礎
と
し
て
、
日
本
の
工
業
化
は
實
現
さ
れ
た 

一
 

と
い
ふ
も
過
言
'で
激
か
ら
ぅ
。
農
村
購
買
力
の
相
對
的
低
下
は
、
躍
進
期
を
迎
へ
た
日
本H

業
を
し
て
海
外
販
路.
の
獲
得
を
t

な
ら 

. 

し
め
た
。
同
時
に
又
農
業
的
發
展.
の
壓
縮
と
い
：ふ
事
情
は
、
國
內
天
然
資
源
の
貧
困
と
相
俟
っ
て
原
料
補
給
狀
態
を
寒
し
ぐ
悲
觀 

, 

的
な
も
の
と
し
^
。

こ
の
事
が
日
淸
戰
爭
後
、h

業
の.
中
心
が
未
だ
輕h

業
部

r l
fc
l
し
、
紐
镇
業
を
除
く
外
は
、
充
分
な
觀
晚
化
も

m
f 
.

行
は
れ
て
居
ら
な
か
.P
た
樣.
な
狀
勢
の
.T
1
に
；あ
り
^
ら
、
早
く
も
德
外
原
料
領
域
*
販
路
の
-?
|
保

.%
ぶ
要
な
ら
'1,
め
务
^
で
あ
る
> 

こ
の
頃
：か
ち
朝
鮮
を
、王

.
要
對
象.
と
し
て
，、' ..
旧
本
の.
大
陸
進
出
活
動
城
頓
に
積
極
化
し
た
。
：同
時
に
技
、一

度
が
日
本
，の
版
圖
內
に
歸 

し
た
臺
溝
に
っ
い
て
は
へ
か
i
る
經
濟
的
關
係
の
設
定.
は
^
{;
>
强
カ
的
に
遂
行
さ
れ
た
0
っ.
ま
：技
資
源
の
開
發
と
販
寶
.市
場
の
開
拓
が 

蕞
灣
經
營
の
一
次
的
目
標
で
あ
っ
た
。
と
W
に•
本
國
經
濟
の
工
業
化
進
展
に
伴
ひ
、
臺
灣
を
び
に
原
料
供
給
地

‘と
し
て
.確
保
せ 

ん
と
の
意
愁
が
强
か
っ
た
事
味
い.4

ま
，で.
も
^

そ
れ
は
具
體
的
に
は
土
地
制
度
改
革
を
通
じ
て
の
土
地
收
用
の
過
程
と
な
っ
て
現 

は
れ
、
' 同
時
に
農
業
の
獎
勵
並
び
i

f

中
心
と
す
る

i

な
エ
業
^
M
の
發
達
助
成
と
い.
ふ
形
を
と
っ
た
。
そ
れ
は
臺
灣
經
濟
自 

體
の
資
本
：主
義
化
を
も
た
ら
：す

..も.
の
^
‘あ..
’っ
た
が.
、
常
に
#
國
の.
資.
本
主
義
的
要
求..
に.
順
藤
す.
る
意
味
に.
,̂

い
，て.
.
著..し
：い

特
色

を>? 

し

た
:0.

.
土
地
制
度
改
革
は
、
1

0
封
建
^
な

先

地

所

有

關

係

の

村

§

弭
代
的
土
地
所
有
權
の
‘1

を_

赛

1 
'手
段
^
し
た
o:
こ.
の
：—

： 

的
■の
た
：め
k
早
く
も
明
治
三.
十.
.1

年「

臨
時
土
地.
調
查
局」

が
'開
設
さ.
，れ
、..そ
の
'.下
に
先.
づ

用

畑

忙

っ

い

ャ̂

た
。
そ
の
結
果一

二
十
ゼ
年
忆
い.」

た

ザ

て

、
，
これ
ま.
セ
#
建

的

奈

，在
地
ま
の
形
を
有.
-1
>
た

大

租

.權-^
は
、公
債
，に

-*
る
補
«
を
受
け

$

, 

そ.
の.
土
地
領
宿
權
を
失
'ふ
事
と
■な
：り
；'
沖

間

的

地

、
壬

で
*
っ
た
小
粗
戶
が
、
所
有
權
を
認
，め
ら..れ
る
と
共
に
、
地
租
：負
擔
者
士
決
定
：ざ... 

れ
た
。
直
每
の.
耕
作
者
で
あ
っ
た「 .
現
：耕
個
入」 .
は
.、
.'
そ..の.
た
め
小
作
人.
へ.

し
‘•
こ
>
に

抵

錯

な

土

地

所

有

麗

べ

：
の
.霸

が

-- 

準
備
せ
ら
れ
た
、.
さ
：ら
に.
隱

珥

の»
理
並..び.
に
，■地
：祖

のif
■
ハ明
治
三
十
七
$.
に
伴
ひ
、
臺
灣
資
；本
主g

化
の
塞
礎
が
固
め
ち
れ」

た
と
，. 

見.
る
事
ガ
'̂
來
る
0 

.. 

.

.:

'•
'

、
：
：
■:I  

::*
:

..り-
,-
' 
. 
.:;
;

■ 

'•
 

土
也
所
有
權
の
確
定.
は
、
土
地
の
合
洩
的
讓
渡
を.
容
易
尨
ら
し
め
る
効
凍
を
：も
：:0
た
ァ
そ
取
杖
疋
に
內
'地
資
本.
の
進
相——

臺
灣
忙.
. 

為
け.
る
資
本
主
義
的
企
業
创
立
の
た
め
の
大
土
地
貢
败
を
使
な
ら
し
め
た
。
明
治
四
十 
一•
一j

年
以
廨
、
政
府
の
勸
獎
の
下
に
、
內
地
製 

.

書
經
濟
の
外
地
的
件
将
，：：

，.

ノ
. 

八 
一

2

ニ
六.
ー〕 .
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八
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U

 
ニ
六1D

 
.

. 
.

* 

-

糖
會
社
、f

農
場
等
の
土
地
買
歌
は
‘急
速
に
進
め
ら
机
た
。.

.

.,
 

•

.

上
述
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
の.
は

、
：
明

治

四

.
十
三
年
に
は
じ
ま
る
林
野
調
査
の
：進
行
で.
あ
る
。：
元
来
林
野
は
，
逢
と
•し
て
憤
習
に 

,
兹
き
土
著
埒
の
共
有
財
產
と
し
て
扱
は
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
日
本
の
領
臺
直
後
に
制
定
さ
れ
た「

官
有
林
野
取
締
規
則」

(

明
治
ニ 

十
八
年〕

第一

條
は「

所
有
權
ヲ
證
明
ス.
ベ
キ
地
券
又
入
i
 
ノ

確

證

ナ

キ

M
野.
ハ
ス
べ
テ.
官
有
ト
ス」

....と_.
定.
め
、、
無
主
地
國
有
の 

.

原
則
を
探
用
し
た
。
そ
の
後
暫
く
は
制
限
付
き
で
舊
來
の
慣
行
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
し.
か

し

土

地

調

查

：

の

終

了

後

に

お

い

，て
、
，
双
«

の 

官
•
民
有
權
の
.確
立
を
目
標
と
し
て
、大
規
模
な
調
查
事
業
が
行
は
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。.
そ.
の
：結
果
は
大
部
分
：の
林
野
は
胄
有 

と
決
定
し
、(

官
有
九
十
一
萬
七
：千
甲
、
民
有
五
萬
七
千
甲)

、
，と
れ
ら.
が
官
有
林
は
又
製
糖
會
社
は：

じ
め
內
地
資
本
家
の
手
.に
拂
下
げ 

或
は
貸
下
げ
ら
れ
た
o
さ
ら
に
大
正
四
年
よ
り
十
四
年
に
い
た
る
官
有
林
§
盤
理
事
業
及
次
大
茈
士
四
尔
に
は
じ
ま
1
十
3 :
^
1

續 

事
業
と
し
て
の
森
林
訃
叢
事
業
の
實
行
を
通
じ
て
、
緻
督
府
並
び
に
の
地
資
本
家
に.
ょ
る
‘土
地
集
中
の.
過

程

は

、

蕃

界

を

含

め

...て

臺

灣 

全
土
に
及
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。

耕
地
所
有
の
分
布
狀
態
の
み
に
っ
い
：て
も
、
そ
の
集
中
的
傾
向
は
明
囱
に
觀
取
さ
れ
る
:°
大
正
十
年
並.
び.
に
昭
和
十
年
，<7
>
,
'
.
調

査

に

甚
 

き

. '
そ
の
實
狀
を
揭
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
.0. 

• 

- '.
V.- 

••

' 

耕
地
所
有
の
分
#
狀

態X

同
上
百
分
比)
' 

，
パ 

.

昭

和

七

年
.
大
正
十
：年

.
，

.

.

■
昭

和

七

年
，
：

：
/
大
IH
十

年
：
‘

五分未滿

 

ー
ー
ー
ー
〇
、
七

三

ニ

戶

一

七

二

、
九
一

l
i

.
l

ノ
へ
：三
八
；
一
七
％

四
ニ
上
ハ
八.
，

；.
 

五

分

以

上
 

：

七
一
、一

八
一 

八
一
、七一  
一
 

.
ニ
〇•.
八
九
：
.
ニ
7
四
0:.
'

.
1

■甲 

U以

上
 

九
一
‘
五

二

四
.
'

九
九
、一

五.
二.. 

ニ.
六-
八
: -.
.
':

ニ
四
'.
«

:0
'̂
. .
:

...

,
jl.lr
k-
*Jr;--
Jg
?-
a
連̂
^

a
1

甲
未
滿
計)

ニ
六
五
、
七
六
四

三
三c
r

H
八
.一

七

八

•
〇

一

八

.
マ3£.
四

總 五 . 十 五 芑

ナ 甲 甲 甲  
甲
^ 以 以 以  

計 上 上 上 上

ニ
ニ
、
六

四一
 

一
五
、一
二
ニ
四 

八
、四
九
七 

七
七
五 

三
四
〇
、六
匕
四

U

三
、
ニ
七
.
六 

一
四
、八
九.1  

七
、六
四
九 

五
七
ニ 

四
〇.
五
、
一
八
一

六
*
ハ
五

.
四

•
芄
〇 

ニ.
五
0 

〇

丄1三 

一
 
00.
00

.
•?
•
七
四 

三

•
六
八 

I
-

八
九 

.
〇•
一
：
四

5
0
*
0
0

...C

註〕

.高
橋
龜
杏
著
，
規
代
臺
灣
經
濟
論(

昭
和
士
ー
年
版〕

ニ
八
九
頁
資
料——

總
督
酧
殖
產
同
。
耕
地
分
配
並
經
赞
調
査)

實
に
總
所
有
戶
數
の
過
半
數(

大
正
七
年=

六
四
*
〇
八
^
、
昭
和
七
年==

五
九
•
ニ
六
^)

が
、

一
甲
未
滿
の
零
細
な
土
地
の
所
有
者 

で
あ
る
'0.
こ
れ
に
反
し
て
十
甲
以
上
の
所
謂
大
土
地
所
有
者
は
大
正
七
年
に
一
一
•
〇
三
气 
'昭
和
七
年
に
一
一

•
七
三V

パ
を
占
め
る
に
す
ぎ 

な
い
-°
し
；か
も
兩
年
度
の
比
較
に
お
い
て
、.
ー
甲
未
滿
の
者
の
比
率
ば
四•
八
ニ
^
の
低
落
を
示
す
に
對
し
、
十
甲
以
上
の
者
は
〇
•七 

だ
け
增
大
し
た
。
こ
れ
は
臺
灣
に
お
け
る
地
價
騰
貴
に
基
き
土
地
投
資
が
活
潑
に
行
は
れ
結
果
に
外
な
ら
な
い
。

—

し
か
ら
ば
十
呼
以
上
の
大
土
地
所
有
者
は
、
實
際
に
ど
れ
だ
け
の
耕
地
面
積
を
そ
の
所
有
下
に
置
い
て
ゐ
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
總
耕
地 

•面
積
に
對
す
る
そ
の
割
合
は
遊
だ
大
で
あ
る
。
試
み
に
大
正
十
年
の「

土
地
面
積
調
靈J

の
結
果
を
借
り
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
情
は
明
確
，
 

に
理
解
さ
れ
る
。
後
褐
表
の
示
す
如
く
、
總
所
有
戶
數
の
六
四
•
〇
八
^
を
占
め
る
一
甲
未
滿
の
所
有
戶
數
が
、
總
耕
地
面
積
中
僅
か
に 

一
四
i」

五
し
か
占
め
て
を
ら
な
い
の
に
對
し-
總
所
有
戶
數
の
ニ
•
◦
三
^
に
す
ぎ
な
い
十
甲
以
上
の
所
有
者
が
、實
に
三
五
•
八
〇
％ 

の
土
地.
を
所
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
と
く
に.
總
所
有
戶
數
の
僅
か
。

己

五

^
杧
當
义
百
甲
以
上
の
所
有
者
が
ノ
總
顿
積
の
ノ
ー

 1

一
 
>
〇 

六
^
と
い
ふ
大
な
る
割
合
を
占
有
し
て
ゐ
る
。.
臺
“灣
に
お
け
る
集
中
化
程
度
が
い
か
：に
高
い
，
.
か.
が
注
目
さ.
れ
ょ
ぅ
.々
沿

:̂
ん
；ぶ4
算
つ 

.察
濟
經
濟
の
外
地
抓
牲
格 

八

若

二

:~
.
.六J
e



整
灣
經
濟
の
外
地.
的
性
栉- 

八
：四
4
丨

(
I

ニ
：六
'四)

い
、

H

ば
、
杓
地
糖
業
資
本
に
よ
.
る
土
地
買
收
が
大
き
な
役
割.
を
演
じ
て.
ゐ
る
事
は.
い

ふ

ま

：
で

も

な

-
い
：。
- 1

昭

和

允

年

末

，
の

實

績

.
に
%
5
セ
、
 

新
或
製
糖
諸
會
社
<0
所
有
堆
は
七
八
、
六
〇
一
甲
、
小
作
權
取
得
地
ニ
五
、
_ :
三
七
申
ハ
：合
計.
1
〇.
！ー1
、
八
三
八
甲
と
：®

さ

.^
$
 

堆
面.
積.
の
八
分
ノ1

.
强
を.
占
め
た
と
言
は
れ
る
。
■ 

.

.

.

耕

作

面

積

廣

狹

別

農

家

戶

數

及

耕

作

面

積

表

：
：
，•

；
‘ 

.

同.
上

：

白

分 
'
比

T

 
•
甲

，’.未
：
：滿- 

五

分

：
米.
滿

' 

.

.
五.
分
>

1

甲. 

.1
:

申—
111'.

甲 

'三.s-丨
.

五

甲
. 

五甲丨十甲 

十
甲

I
以
上

..  

十

甲

丨

_
ー
ー

 
十S-:  

二

十

印

—

三

十&_ 

m

十

甲I
五

十

用 

五

十̂

1}
日...
甲
■

-

0
、
甲

以

上
.

.
A
ロ

戸

.

.

.

.
數 

ニ

五

九

•
六

四

ニ

戶 

T

 
七

ニ

、
九

 f  
一

 
•
ニ 

_

八

六

、
七

：
ニ
; '

.

九

九

、

1

五
'
'
!
.
 

.
ニ

三

、
ニ

.
七

六.. 

I

四

、八
九
.

一 

八
、ニ
ニ

 
一
，.
 

五

、
四

.五

四 

■1
、

三

五

三

.

A
'g
l

,
:

三
七.
六.

.1

九
六 

四o
五
，
■--
.
八
二

面.

積
' 
.

一
〇
三
、

』

ー
ー
〇0
甲 

四

〇
、
九
八
：セ 

■
六 
ニ
：
、
五
一

111;  

一
九
六
、
八

，八
.九 

八
八
、
六.
七
±
;

1

:
〇
-
、〇
六
上
ハ'. 

,
ニ
五
八
'
ー
ー
三¥

七.
三
、七
.

一
三 

三
ニ
、九
九
五 

三

,
八
三
七 

二.
五
、
四
九
七

九
四
，、〇
七
ニ

七
ニ
ム
ぃ
ニ
五
ニ

戸...
數.

.

六

陴6
八

.

.
四

 
一：

H

ハ
八
：

ニ.
ー
、

四0_

一
四
‘
四

七

五
*
七
四

三

•
六
八

• 

ニ 
•
〇

三

1

•
三
五

〇•
三
.
三

〇

丄

ー

一

〇
-Q

九 

〇
6

五.

 ̂
0

0

4

0

0
.

面
.
.
積 

;
.

.
一
四•
三.
一' 

'
五
•
六
八 

八
•
六
七 

:

ニ
1ー
で
五
五，.
 

.
r

ニ
•
ニ
九 

.

一
四
、
〇1  

三

五

•
八

〇 

1
0
•ニ1

一 

四

•
五
七 

四•
四1  

三

•
五
四

ニ
1
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六..
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0

0

*

0

0

 
V

，梁

I
I

i
E
E
^
E
i
E
i
i
i

，
ニ 
i 

パ
.、

：： V
:
'

 ,- 

§

 

高

橋
氏
、
-前揭

謂
1
1九
'.1賞

ノ
ハ
資
料-—

前
揭
1
麗

レ
>
、.

:
こ

: :
' 

•
.
,

ぐ.
-

• 

!'
 

‘

.

巍

上

は

耕̂

所
有
め^
亦
狀
襪
で̂

る
が
ク
饲
樣̂

等
^
林
姆
杧
づ̂

て
：も
見̂

さ.
^
名

.,
?:'林
野
'に
對

し

て

：
の

獨

古

的

賴

向

、
，
.

?;
の 

的
地
資
本
へ
の
；歸
麝
は
-
"
耕
地
に
，お.
け
る
ょ
り
^
更
忆
大
で
あ
る
.^
さ
、

」

へ

見

ら

れ

，て

>
ゐ.
る

？
，例'<
>
ば
、
：臺
東
開
拓
桦
式
會
社
所
有
の
1
一
 

ぃ
萬
：星

井

合

名

會

社

茶

園

め

I

寓

七

千&

等

、
大
規
模
的
獨
古
の
：例

は

多

：々 .

見
出
さ
れ.
る
。_

所
宿
に
づ.
ぃ
て
の
内
地
資
本
の
_

倒 

抽

勢

力

暴

、
：*
灣
の
：̂

的
發
展
の
た
め
の
最
-4
鞏

固

食

る

地

盤

と

言

へ

ょ

ぅ

,°
ぃ

.

ら

.

：
.;■

■
.

.

■
:
.

，
翁

地

：所

有

權

の

•
鑛

定'と
そ0
私

法

的

移

轉

，の

隹

且

化

、
：

..
官

有
^

,
灣
の
產
業
開
發
は
消
徽
に
進
め
ら
；れ
太
。
.
日
本
の

食

糧•：

原
料
政

策

の建

前

至

見

て

、
そ
.れ
梂
?
つ
，，の
.
大

き

.
な

流

れ
:|
:
眾
し
た
。
旣
に 

一..
言
し.
た
如
く
、
そ
の.
：：

一
，
は
米
を
：中
心
と
す
名
農
讓
的
開
發
の

.
促

進

，で
あ
り
、
.
他
は
製
糖
、

製
造
、...煙
草
製
造
、
.製
茶
等
の
如
き 

?

特
殊
な
工
業
部
門
の
；育
成

.
で

あ

るo

い

づ
れ
も
外.
商
乃
至
は
本
高
商
人
の.
旣.
成
勢
ヵ
を
排
除
1̂
%
遂

行

さ

れ

た
：！：

本

資

本

主

義

の
Is
f
iy 

.
的

.
猫

動
 
W
减

果

録
な
ら
な
い
？ 

. 

:
 

':,■ 

、.
、ぃ-

•

来

は

領

着

初

ょ
.
t?
，豪
灣
重
要
農
產
物
の

 
ー
'0
.で
，
あ

り

、製
糖
原
料
1

甘
蓆

栽
培
と
の
競
^
は

.

.
豪
灣
の
產
業
的
發
展
史
の
歌 

».
で
，
も

あ

る

：。

.
內
地.
資
本.
の
進
出
と.
し.
て.
は
明
治
三.
十
四
年
以
來
、
三
井
物
產
そ
め
他

.
の
：邦
商
が
取
引
會
開
始
し
、
.以
後
漸
次
業
務
を

:
擴
張
す.
る
：に
伴.
：つV

、

.
旣
成
勢
力.
た
，る
外
國
商
人
及
び
本
鳥
商
人
は
手
を
引
く
に

.
い.
た
つ
た.
。••押
地
へ.
：
の
移
：人
も
.既
に
明
治
三
十
年
什 

，
ょ
り
行
は
れ
た
.
が
、
往
來
種
米
は
品
質
粗
惡
で
あ
つ
た「

た
め
に 
<,,
主
と
し
；て
島
內
需
要
に.
あ
て
^
れ.
た.
0 
.こ.
の
b
と
は
島
商
、の
勢
力
が 

•
■
■̂
饮
後
ま
で
苻
續
す
る
ヒ-
と-
を
可
能
な
ら
レ
め
た
？ 

-.. 
• 
. 

.. 

- 

\ 

•

:
.
•
. 

'■ 

' 

- 

•
:

.

.:

し
が
：る.
に
大
正
，七
年
以
來
の
内
地
米
界
の
活
況
は
本
島
米
の
移
出
を
促
進
し
、
臺
灣
米
®-
の
奔
騰
を.
も
た
ら
し
た
。.
こ..
の
値
上
.り
は

■
m
終
濟
の

外
地
的
性
格

八
K

六
五



'
盜
濺
醤
の
外
地
的
性
格
’
 

-

.

八
六
"

(

ニ
ニ
六
六〕

島
民-
の•
坐
計
费
增
加
を
導
く
か
た.
は
ら
、
競
带
相
手
た
る
糖
業
に
對
し•..
と
く
に
重
壓
的
影
響
を
^ '
ぼ
す
も
の
■と
.考
へ
ら

れ
.
た

？
a

#

;
 

府
ば
大
正
八
年•1
月
、.
'米
の
移
出
制
限
令
を
發
布
し
‘
米
價
を
抑
制
し
て
糖
業
の
：保
護
を
計
づ
た
°
蓋
し
米
價
の
.昂
騰
は
米
作
の
擴
張 

を
促
す
。
そ
れ
は
相
對
的
に
蔗
作
の
減
退
を
も
た
ら
す
0..
そ
の
結
果
と
し
：て
の.
甘
蔗
買
收
價
格
の.
騰
貴
は
-
糖
業
の
利
益
釔
脅
か
す
に 

足.
る
が
故
で
あ.
づ
た
。
米
の
移
讯
制
限
令
は
、
か
く
し
て
領
臺
以
來
の
.裏
灣
產
業
の
大
宗
た
る
糖
業
保
護
の
使
命
を
有
し
た
。
.尤
も
そ 

.
の
保
鏡
目.
的
達
成
の
、た
め
に
は
、

一
層
積
極
的
方
策
の
採
用.
さ
べ
論
議
せ
ら
れ
た
。
糖
美
目
營
論
も.
一
部
に
唱
'へ
ら
れ
た
®
し
か
し
そ 

の
後
間
も.
な
ぐ
訪
れ
た
糖
業
界
の
好
況
に
よ
り
、
問.
題
は
い
っ
し
か.
消
滅
し
た
。

他
方
、
米
作
に
っ
い
て
も

*
內
地
に
お
け
る
急
激
な
人
口
增
加
、
需
要
の
增
大
は
、
臺
灣
米
の
生
產
を
剌
戟
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。 

と
と
に
：品
質
改
良
_
の
努
カ.
は
、
っ
い
に
內
地
種
米
た
る「

篷
萊
米」

栽
培
の
成
功
を
も_
た
ら
し
た
0.「

蓬.
萊
米」

の
生
產
移
出
は
躍
進
的
に 

增
大
し
、
爾
來
臺
灣
は
わ
が
國.
食
糧
問
題
の
觀
點
よ
り
も
•
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
■に
至
っ
た
。

か
か
る
狀
勢
の
推
移
に
よ
り
、
總
督
府
も
い
ま
や
產
米
增
殖
の.
た
め
に
力
を
注
ぐ
事
と
な
っ
た
。
例
へ
ば
太
正
十
三
年
末
を
基
準
と 

し
て
、
三
十
¥
後
に
は
、
島
內
產
米
高
合
許
ー
千
二
百
萬.
石
、
內
地
へ
の
移
出
高
七
百
三.
十
萬
石
た
る
べ
き
■•
こ
と
が
計
畫.
さ

れ

た
.0
.島 

內
產
米.
の
中
、
六
百
七
十
萬
石
が
蓬
萊
米
で
あ
る
。
臺
灣
米
作
上
、
篷
萊
米
の
占
め
る
意
義
の
い
か.
に
大
で
あ
る
か
ぐ
理
解
出
來
よ
ぅ
0: 

總
督
府
の
か
く
の
如
き
方
針
の
下
に
、
米
作
は
順
調
な
發
展
を
示
し
た
。
そ
れ
は
再
び
溏
業
の
利
益
を
脅
か
す
が
如
く
で
あ
っ
た
。
線 

督
府
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
米
蔗
作
双
方
の
調
和
的
發
達
が
理
想
で
あ
る
。
た
V
益
々
進
展
し
ゆ
ぐ

內
地
.の
人
ロ.
增
加
、
工
業
化
.の
趨 

勢
に
鑑
み
、「

食
糧」

自
給
の
建
前
か
ら
、
米
の.
必
要
は
も
は
や
絕
對
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。
總
督
府
名
か
っ.
て
の
如
く
*

1:

意
的
に
糖 

喋.
の
保
護
に
進
み
得
な
か
っ
た
。
だ
が
そ
の
反
面
、
臺
灣
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
の
場
合
の
如
く
單一

•
的
な
產
米
獎
勵
.策
の
採
用
も
亦
困 

難
で
ぁ
っ.
た
？
：競
荦
產
業
た
る
竅
灣
溏
業
資
本
の
勢
カ
は
、
旣
に
か
、..
る
方
策
に
抗
す
る
だ
け
の
百
大
な
も
の
で
ぁ
っ
た
の
で
ぁ
る
。

.
食
糧
問
題
を
背
景
と
ナ
る
来
作
の
，カ
强
い
發
展
に
當
面
し
で

r
臺
灣
糖
業
は
自
衞
的
措
置
に
出
づ
る
に
至
つ
た
。
製
糖
會
社
は
值
營 

の1

廳
獷
大
の
方
.針
に
ょ
つ
て
、
.原
料
採
收
面
靖
の
確
保
を
は
か
る
外
、.
輸
人
稅
の
引
上
げ
運
動
に
成
功
し
ハ
昭
和
ニ
年

)

.國
家
に
ょ 

る
倮
護
の
皱
化
を
は
か.
つ.
た
ー
の
で
氙
る0
ン 

:

•: 

.

.
' ..
.
ン

.•
、
，■
'.
 

ハ
づ
れ.
に
し
て
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移
出
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き
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な
增
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向
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示
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。
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坐
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明
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移
出
高
增
加
9
^
*,
は
坐
藥
馨
加
を
凌
い
'贤
;'
°
領

臺

，
以

來

太

：正

圭

？

 

臺

灣

人

口

一

 
人

當0
の

米

浪

費 

量.
の

略

々

不

變

，
で

•ぁ
，
っ
.
た

事

情.寒

ふ

る

，

ば

、

•.
と

.，
蒙 

全
く
高
賣
な
る
市
場
を
求
め 

て
の
賣
‘却
で
‘ぁ
つ

た

ス

見

ら

れ

る

。

か

っ/
次

そ

れ

は

內

地

来

穀

政

策

，の

* -
求
す
る
所
^
も
: ^
>

っ.
た
0
大
正
.末
期
よ
如
昭
和
初
期
に
か
け 

、
て
、ン
览
の
米
穀
需
輪
撒
態
段
頗
る
惡
く
、/
年
：忆
數
亩
萬
系g

輸
移
入
を
：必
要
と
レ
た
の
で
ぁ
る
。
,
■■..
;--•

し
か
し
：

H

毫_

本

島

民

：
の
ー
消
費
に
と

^
^
の.
，
.
不
足
部
分
は
、

..
-
-

1

層
廉
慣
’な
，る
外
來
の
輸
入
に
よ
っ
て
補
は
：れ
た
。
事
實
そ
.の
增
加
率 

も
亦
響
高
か
っ
た
。
例
へ
'ば
大.
正
元
年
の％

ー
4

萬
六
于
右
民
比
し
，
大
，疋
十
四
年
に
：f,

±
11

萬
石
赢
錄
し
た
。

.

.
か.
ぅ
し
た
外
泶
輸
入
を
背
景
と
す
る
#
萊
米
の
內
地
へ
^
提
供
も
，
：や
，が.
て.
一
つ.S

障
蹲
に
：逢
着
し
た1
#
來
の
米
穀
不
足
對
策
と 

し
て
^,
外
地
を
®
^
て
試
み
ら
れ
た
#
產
施
款
亦
、
や
ぅ
や
く
そ
の
効
果.
を.
顯
は
す
に
っ.
，れ.
て
、
全
般
的y

產
米
の
增
加
が
具
現
.さ
れ 

た
。
昭
和
六
'半
以
降
、.
わ
が
國
の
米
穀
需
給
狀
態
は
可
成
り
の
供
給
過
剩
：
.
へ
と
轉
化
旧
た
。«

々
當
時
の
；經
濟
不
況
は
農
業
部
面
に
對 

し
，て.
甚
大
な.
る

影

響

を

與

へ

、
：

‘と
り
わ
、け
來
慣
の.
暴

落

は

甚
.#
'
し
'か
っ

た

。
，

..
枚
她
農
枕
の
破
落
が
唱
へ
ら
れ
、
そ
の
匡
救
の
必
要
が
叫 

ば
れ
た
。
そ
し
て
臺
灣
に.
.

♦
い
て
、
米
め
增
產
は
抑
制
へ
と 
一»

し
た
。_
昭
和
八
年
の
內
地
大
豐
作
は
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
掛
け
た
。 

外
地
米
作
は
徹
底
的
な
抑
5

針
め
：下
祀
|

^
れ
た
-9.
同
架
^

3

內

愚

：お
け
る
米
敦
銃
制
法
の
施
行
も
郝
臌
じ
て
，
臺
灣
に
，は
籾 

炻
蔽
獎
勵
規
則
が
實
施
さ
れ
、
內
地
の
出
廻
期
に
は.
1
定
量.
の
籾
を
貯
藏
、し
.
て
、
移
出
來
數
量
の
調
節
を
許
ら
ん
と
し
た
。

へ
か
、.
石
米
穀
統
制
策
の
稷.
用
が
*:
豪
灣
來
、の.
增
產
傾
向
に
對
し
て.
、
充
分
な
制
歷
力
を
及
ぼ
し
得
な
か
っ
た
。
蓋

し「

來
穀
統
制
法 

に
依.
る
政
府
貨
上
米
此
、‘..米
« -
が
公
定
最
高
價
格
を
上
磾
る.
ま.
で
は
市
場
よ
り
隔
離
せ
ら
る
爲
、
市
場
に
於
^.
る
浮
動
米
を
少
な
く 

..
レ
で
米
價
外
上
の.
作
用
：̂

す
於
、パ
其
め
へ
米
價
も
對
す.
る
影
*
^
2
地
米_
に
於
け
：る
よ
力
名
臺
M
^
ft
fe
T
_

に
大
き
ぐ
，..
裏
薄
.の

導

毎y
衆
篆
暮
象

^
^

笼̂纂繁象

■̂暴馨
^
ĝ
a

W
M
鐘
邊
每
達
沾i

讀s
ii
遺-!
^
g

^
?g
l
l
iil
!l
:l
-i

,
米.
還
'0

に
，̂
^
:

^

^
:

性

は
.-
'*:
::

必
然
臺
民
間
に

.
1
米
作
偏
重
：し
：の
傾
^

^

#

'1
>
免
=0

求
の 

:

し
、
：
内
地
米
穀
败
策
：の

_

1 1

的
要
因
と
な
：つ
’
た
-0

安
^ :

梦
眧
和;*
年
»

び
七
年
控
救
け
冬
內
地
米
の
^

凶
作
^
1>
:
拘

票

>
、
外

地

米

に
 

.
對
，す
る
抑
壓
は
翁
和
さ
れ
‘な4

つ

た

。
.
昭

和

十

 

一
.

#

九
月
の̂

外
地
を
一
一

〕

*

せ
名
米
穀
自
治
管
理
法
.
に
基
き：* _
«

灣
米.
に.
つ
い...て
.は
銃 

制
观
合
の
設
立
た
統
制
貴
庫
の

^

設
筹
が
：企
て
.
ち
れ.
た
外
：
^

從
來
米;c
>

增
產
目
的.
の

た

：-®
に

行

は

れ

來

つ

た

水

利

事

業

そ

の

他

の

癱

設
 

.

の
：
中
.
止
、
钕
は
甘
蔗
せ
じ
め
，

1-
1
業
用
作
物.

へ
め
轉
換
が
：獎
勵
せ
あ
れ
た
。

:

-:.
;:

- ;.

'.
;:' .
 

■

.
,
.か
ぅ
，じ
：た
事
愦
の
ぅ
ち
に
、

.
*
那
事
變
は
勃
發
し
た
？
事
變.
の
：長
期
化
と
共
-
に.
、
食

糧

，
原

料

.
の
自
給
性
達
成
は
焦
肩
の
.間
題
と
な 

.
■た
。..IE

本
經
濟
の
一
環
と
し
て
外
M
率灣
も
新
た
な
る
彼
命
を
帶
び
て
查
場
し
た
.0
國
0

:̂
*
の
.た
め
且
つ
文
南̂
の«
地

，
と

し

て

、 

豪
灣

の

土業
化
I

重

工

業•化
學.H

業

の

建.課——

が

企

摑̂

れ

る

に̂

つ.
衣
0
し

，か

も

又

：

<_

問
題
の
見
地
：か
ら
..
は
、
從
來
の
米
と 

m'
if
の
供
給
確
保
が
第t

義
的
と
な
つ
た
。
こ
れ
に
應
じ
て
'裏
灣.
の
米
穀
政
策
も.

さ
ら
に
又
變
革
を
蒙
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
阼 

年
十j

;

月1

日
ょ.
，り

實

施

さ

れ

恕

來

穀

移

出
,»
理
令
が
そ
れ
で
：あ
.
る
。.
米

管

令.
の
求
む
る
所
：は
如
何
な

..
る
も
の
で
あ
る
か
。
最
•近
ま
で 

..
の
經
姆
に
伞
い
て
、
そ
れ
は如

#
:

為
名
勁
集
を
親
は
し
づ
、
あ
る
か
。’或
は
豪
灣
經
濟
全
體.
'の
®

開
に
伴
ひ
i

灣
米
作
の
問
題
は
" 

バ
如
柄
尨
名
方
：碑
に
押1
進
め
ら
れ
名
で
：惠
ち
:5
か
。
そ
れ
ら
の
間
題
に
っ
ぃ
て
社
後
節
槟
讓.
る

.°
* :

:

.米
と
典
に
砂
糖
は
、
臺
灣
.の
產
業
開
發
.の
.支
柱
で
ぁ
.つ
た
。
否
む
し
ち
■

»!
'
業
'^
發
展
史
そ
.の
ま
'\
被

-:
\
>豪
_
の
資
本
主
}
|
^
の 

過

程

：で
ぁ
つ
.た
と
言
ふ
も
過
言
で
；な
い
o
豪
簿
經
濟
の
進
展
め
上
か
ら
見
て
_
業
は
.そ
れ
程
大
な
.る
意
»
を
有
し
て
.ゐ
た
し
、
'又
t

の

-で

.あ

■
る
。

っ

：

.:'
:

'…

. 

. 

, 

.

: 

■ 

. 

:

■;
. 

ニ
.
. 

-

...領
臺
直
後
-̂
|)
:
.-
:%;

總
督
府
は
臺
灣
^S

振
.興
•の.
基
軸
を
糖
業
に
置
ぎ
、早
く
も
明
^-
三
十
.三

梁

,#
灣
製
®
^
式

會

設

立
.
■せ
し
め 

:

寮
鞔
_

§
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聲
潸
經
濟
の
外
地
的
倥
格

九
o

2 
ニ 
七o
>

.
積
極
的
獎
Mi
策
に
着
手
し
た
。
臺
灣
の
砂
糖
を
W
象
と
し
で
、
最
初
の.
頃
は.
內
地
商
歡
資
本
を
背
曼
と
す..
る»

商
の
進
出
が
活
潑
で
あ
，
 

っ
た
。
：‘そ
れ
は
總
督
府
の
保
護
の
下
に
旣
成
勢
力
た
る
外
商
，
島
商
の
地
盤
を
蠶
食
し
て
行.
っ
た
。
こ
の
植
民
地
特
產
物
販
寶
に
よ
る 

.

高
利
潤
の.
收
得
，は
、
ギ
が
て
こ
れ
等
灼
地
商
業
資
本
家
自
身
に
よ
る
^
業
の
、«

設.

|
#_

エ
場
設
立
の
機
運
を
促
し
た
9
い
は
:、
產 

業
資
本
的
活
動
べ
の
轉
化
が
*
望
さ
れ
だ
。‘
總
督
府
も
亦
そ
の
た
め
の
根
本
的
計
戴g

樹
立
に
努
力
を
向
け
^
。
.そ
と
で
先
づ
殖
產
局 

長
新
渡
戶
博
士
の
糖
業
改
良
意
見
書
を
基
礎
と
し
て
、
明
治
三
十
五
年
六
月
糖
業
獎
勵
規
則
を
發
布
し
た
。
總
督
府
は
薦
苗
の
改
良
に 

努
力
す
る
.
と
共
に
、
こ
の
規
則
に
し
た
が.
つ
て
土.
地
の
無
償
貸
附
、.
補
助
金
•
獎
勵
金-
の.
下
附
等
を
行
ひ
、
と
く
に
新
式
機
械
設
備
を
有 

す
る
製
糖H

:

場
の.
設
立
に
便
益
を
は
か
っ
た
。
そ
の
大
規
模
な
も
の
は
新
式
製
糖
會
社
で
あ
り
、.
小
規
模
の
も
の
は
改
良
糖
廓
と
よ
ば
■
 

れ
た
。
そ
の
い
づ
れ
も
在
來
の
製
溏
業
者
た
る
舊
式
糖
廓(

赤
糖
製
造
及
び
溏
間
白
糖
製
造〕

の
棑
除
を
目
檩
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ 

.
の
効
果
も
顯
著
で
あ
つ
衣
。
"
. 

——

.

-

 

ノ
 

' 

‘

.
總
督
府
の
援
助
の
下
に
、
內
地
資
本
の
進
出
に
よ
っ
て
、
數
箇
の
大
製
糖
會
社
が
設
立
さ
れ
る
傍.
ら
、
當
初
大
資
本
家
の
勢
力
が
未 

だ
大
な
ら
ざ
る
間
は
、
改
良
糖
廓
の
勃
興
は
極
め
て
目
覺
し
か
つ
た
9
し
か
し
中
小
資
本
家
的
企
業
と
し
て
の
改
良
糖
廓
は
、
.結
局
か 

、

る

期

間

に

お

.
け
る
過
渡
的
存
在
に
止
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
四
十
三•
四
年
を
境
と
し
て
、新
式
大
會
社
の
發
展
に
押
さ
れ
、
漸
次
買
收 

或
は
併
合
さ
れ
て
行.
っ
た
。
事
實
そ
の
頃
よ
り
の
總
督
府
の
援
助
も
、
大
會
社
の
助
成
を
主
眼
と
し
た
。
と
の
事
は
他
面
よ
り
見
れ
ば
、

一

内
地
産
業
資
本.
の
勢
力
擡
頭
と
、..
裏
灣
製
糖
業
に
對
す
る
そ
の
積
極
的
進
出
を
如
實
に
物
語.
る.
に
外
な
ち
な
いo, ,
昭
和
五
年
.に
至
る
ま 

で
に
交
付
さ
れ
た
襖
勵
金
••補
助
金
の
總
額
は
一
千
三
百
萬
圓
近
く
に
上
っ_
た
と
言
は
れ
る
。
こ.
^
に
明
治
ー
ー
?
八
年
制
定
ぜ
ち
れ
た® 

料
採
取
區
域
め
設
定
は
、
新
式
エ
場
に.
對
す
る
製
溏
原
料
の
確
保
に
資
し
、
と
り
ゎ
け
大
會
社
に
>:,
っ.
て
有
利
な
條
件
と
な
‘っ
：た
。
--
'. 

か
く
し
て
臺
灣
糖
業
は
愈
々
順
調
散
發
展
.|
:
*
0_

た
タ
と.
と
に..日
意
戰
爭
後.の
我
國
經
濟
界
'の
好
況
：ば
、
.
；I
I層
そ
れ
杧
拍
車
.を
加
べ

た
o 

I

に
次
ぐ
增
處
で
、
明
治
四
十
三
年
に
は
、
次
年
期
の
生
產
過
剩
豫
想

.
の
對
策
'と
し
て
、
早
く
も
ヵ
ル.テ
ル
が
組_

さ
れ
た
。. 

即
ち
臺
灣
糖
業
聯
合
會

(

後
に
糖
業
聯
合
會
と
改
稱.

)

が
設
立.
さ
れ
、
生
產
制
限>
M-.
格
協
定
、
.

'_

務
輸
出
等
の
取
極
め
を
行
つ
た
。
ー
 

督
府
も
亦
、'
匕

れ

：
に

應

じ

て

，
、

'
生
產
增
加
阻
土
、
轍
出
促
進
の
方
策
，へ

.
と
轉
換
し
た;:
0
し
か.
し
そ
の
後
の.
ニ
年
間
に
お
け
る
、
暴

風

雨.. 

に
よ
る
^
蓆
の
減
收
は
、
豫
想
外
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
產
溏
額
は
必
然
激
減
紀
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
自
然
的
條
件
に
基
く
时
作
の
經
驗
は
、
從
來
加
工
工
業
部
面
專
ー
で
あ
つ.
た
糖
業
議
の
方
針
を
、
ぞ
の
原
料
提
供
者
た
る
農 

業
部
商
：r

も
、
：
.普
及
：せ
し
め
る
効
果
を
生
ん
だ
。
甘
S

種
の
改
良
、..
農
耕
方
法
の
■改
善
等
が
管
せ
ら
れ
る
身
と
な
つ
た
。
し

か

し 

,

大
jE
l 
ー％
頃
よ
H

庶
，
の

作

付

ば
*.
舆
び
好
轉
し
ち.
：さ
ら
に
歐
洲
大
戰
‘勃
發
に
よ.
る.
獨.
壤
滿
謹
國
に
お
け.
る
都
菜
糖
の..
供
給
減.. 

少
は
；
世
界
的
が
糖
價
の
騰
f

招

き

‘
，
こ

れ

に

よ

つ

で

畜

潰

繁

は
、
未

曾

有

の

好

ま

れ

，

そ
の
海
外
輸
出
力
は

i

や 

f .

大
し
:"
:
取
洋
帘
場
は
も
と
よ
り
：
遠
く
西
歐
諸
國
に
ま
で.
も•'販
路
を
擴
げ
得
た
。.'  

.

.
か
ぅ
し
：た
生
產
の
增
大
は
、
製
糖
會
社

'の
籠

を

集

し

、

さ
'ら
に
§

れ
ら
諮
# :
'
社
自
身
の
間
に
，お
い
セ
、
企
醫
中
の
傾
向
を. 

促
進
し
た
？
糚
業
の
經
營
は
益
^
®
横
を
擴
大
し
、
内
地
大
資
本
會
社
の
，獨
弁
が
進
办
?>
;
ル
た
'0
そ

の

反

面

‘れ
ま.
で'存
續
U
'て
ゐ 

た
本
鳥
人
資.本
家.
の
出
資
に
も
と
づ
く
、
■少.
»
の
#
社
は
全
く
糖
業
よ
り
手
を
引
く
ぬ
至
つ
た
？
.
あ
る
。
'
'.
.

.

.' 

.

.

.

大
會
1£
4
い
ま.
や
、
原
料
採
取
よ
り
製
糖
、
.
：販
寶
に
い
た'.る
ま
で..の
全
行
程
を
、
‘そ
れ
ぐ
自
己
の
經
營
下
に
收
め
：
臺
灣
糖
業
を

. 

そ
.の
支
配
下，&

 く
と
共
に
*
餘
勢
を
馳
ジ
て
、
.滿
洲
、
上
海
或
は
南
洋
方
面
へ
^，
« •
出
を
開
始
し.
た
。
..か
く
の
如
き
經
營
の
大
規
娘
.. 

化
は
、
必
然
大
な
る
金
融
資
本
勢
力
を
必
要
と
し
た
r

併
立
す
る.
大
會
祚
中
に
あ
つ
て
も
：
有
力I

金
融
資
本
を
背
景
す
る
も
.
の.
が
、. 

' K

强
ヵ
で
I

长
事
は
S.

ま.
f

な
い.
。
大

竞

年

及

'び
昭
和
一
一
年
の
財
界
覆
ば
、
'製

響

社
.
§.

す
禽
地
有
力
銀
行
の
，金 

融
的
救
濟^
通.
じ
て
‘* 

 ̂

議

溏

業
<7
).
經
營
權
は
、
大

.
癖
濟
ゆ
外
地
的
炔
格
•:.

'

.
九.
一

2

ニ
七
ー.)
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九 

ニ
. 
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5

ハ
體
に
#
い
て
三,

ニ
1:1蒸
阶_

日
» :.
、
1.
0:
阻
4<
資
本
系
銃.
：の
傘
下
^
^
す
^

^
敦
夺
た
0.
:

,

, :
:
と
れ
ら
办
：資
本
勢
力
は
、
ぞ
办
後
#
^
;
原
料
採
取
區
域
め
直
營
を
擴
張

：ず.
る
と
弗
に
ノ
簌
藥
作
物
た
香
米
と
拉
競
帶
&
續
行
レ
な
が 

i

'
-

i

の
增
大
を
計
つ
.た
の̂
あ
る
-0
:.
勿
論
彼

等

自

身

.の
間
に
一
お
い
そ
も

可
成
ひ

潋

し‘い

勢

カ

爭

が
^

^

れ

；
^

し

か

も

糖

業

杂

體 

.

と

じ

セ

：
見

取

现

、

.

；
：昭!?.
;

孽
の
關
税
改
正
に
基
く.鞭
人
税
引
上
に
保« -

さ
：れ.
て
、-
崐
雜
啟
醫
釔
續
け
乾
と
見
ら
れ
る0

た
ぐ
竅
灣
浙 

.

業
忆
と
つ
そ
、
.

，最
も
恐
冬
べ
き
敵
ゅ
、
';
兔
辙
阱
題
を
背
景
と
す
る
来
作
尊
重
傾
向
の
.

霉
|

^

荔
る
0

#

糖
：の_

灼
自
給
も
無
—

わ
が 

.
國
民
忆
と
つ
て*

薩
心
事
た
る
事
呔
否
.め
^

い
0

'-
1>
か
も
最
近
の
事
愦
は
、
：

「

砂
馓
ょ
り̂

米」

の.
必
襄
を
痛
感
せ
し
め
る
。
來
る
ベ 

t :

東
龃
i

取i

建
設
：‘
.、東

逝
經

濟

K

 

口 
メ

ク
樹

立
の
觀

點
か
ら
し
て
、
：臺■

糖
f

:

い
：か̂

る
役
割
を.
擔
當
す
ベ
-賫
で
.

あ
ら
ぅ
か
。

.
發

或

參

興

？

化
學
^
業

等

ど

：の

關
*
に
お
^
て
‘、わ
れ-
^
の»
も
'注
自
を
要
^
る
問«

の
，
一
* .つ
^
,̂
け
，̂
忒
な
ら
な
い
。
そ
れ 

は「

砂.
節
の
豪
灣」

全
體
^
運
命
，：に
關
す
る
も
の
に.
外
^
ら
な
い
か
ら
>
あ「

る
。
.，
：

終
ね.
に
領
，！

i

以
後
最
近
’に
い
’た
.る
ま
で

の

、

«
«
產
糖
狀
況.
の
：概

貌

を

示

し

、
を

の

內

地

侈

出

，
の

趨

勢

を

顧

，
る

..な
ち
ば
、發
展
の
跡
は 

,
極

め

て

.顯

著

な

る

も

の
が.
あ
る
。
そ
れ.
は
全
く
國
家
に.
ょ
る..
充
分
な
る
保
護
獎
勵
を
背
景
と
し.
，
て,'
*
.
.
上

昇

期

に

あ

る

日

本
資
本
の
！

it：

覺 

'し
い
蓄
積
及
び
そ
の
鑛
的
進
出
：が
遂
行
さ
れ
た
賜
に.
外
な
ら
な
か
つ-
た
。：.
，

.

:..‘
 . 

:

'
;

••
•
•

.

.

.

.

.

.
 
’

:

'
.
■

'產

糖

■狀
.
1況
.の
~概
：
貌

'

.: 

:

:
'
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-
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-
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五

'
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和 正 治

四 三

〇 一 一 一  

年 体 坪 坪 年

竅
灣
砂
糖
の
移
出
狀
況：

：

-

’ 
.
.
.
.

R地
需

要

額
千
斤

叫
九
四
、
三
四
三
：

. 

ー
、
ニ
ニ
ー
ー

1
、九
〇
八
ソ 

ー
、五
0
七

‘
ー
コ
七
允 

.....
•
一
、
六
六
〇
、
五
〇
0

尊
灣
移
出
額
.
f
r 

•
三
七
、
七
五
七 

'
1
0

三
、
瓦
三
六
'

'

五
九
、
三
三.四
，

ー
、
ニ
三
七
、
六
八
八 

一
、
三
八
ニ
一
、
八
九
五

-兩
者
ノ
比
率
.

^

.

,
六
•六 

,1
1
〇

•九 

.
四
八
•四

，
 

.

.
八

六

•
三 

八

三

•
三

.

〔

註〕 .

高
橋
氏
、
前
掲
書
".
三.
一
六
賓
所
載
の
表
よ
り
揚
出
へ
資
料

~

-
總
督
府
1
豪
籀
领
槩
統
計

」)

.

'上
述
の
米
作
及
び
霞
の
1
眞

に

關

聯

，し

べ

總

督

府

に

よ

つ
'て
行
は
れ
た
多
く
の
永
^

^

に
一
瞥
を
與
へ
な
け
れ
ば
な
.る
ま
い 

占
も
嘉
南
大
州
I

の..
最
大
な
る
も
の
と
し
て
>
者
名.
で
I

O.

臺
南
か
ら
嘉
義.
に
：か.
けP

.

の
，犬
平
原
十
五
萬S

對

し

、
.灌
漑
排
水 

の
役
割
I

ふ
こQ

-K
H

事
は
，
大
正
九
年
よ
り
昭
和
筆
ま
で
、
十
箇
年
S

月

皇

I

I

十

養

圓

(

そ
の
約
半
額
•が

雇

補
S

の■巨
費
を
投
じ
て
竣
工
さ
れ
た.
。
.

-

.
,-
:■.

、
そ
の
施
設
稳
該
地
域
に
筆
輪
作
集
團
耕
作
制
を
導
入
せ
し
め
：る
も
の
と
し
て
售
を
惹
い
た
。
即
ち
^
^

蔗
作
に
は
斷
蹵
的
灌
慨
、
雜
作
に
は
給
水
無
し
と
水
量
の

P
節
を
計
り.
且
つ
百
五+

■甲
を
以
て一

輪
作
區
と
, ^
め

.H
q-h

甲
つ 

つ
の
集
團
耕
作
を
I

t

。
こ
れ
に
よ
.つ.
i

f

め
組.
ふ
所
は
、
米
作
と
蔗
作
の
，併

行

的

霞

で

ぁ

つ

た

。

そ
の
.企
圖
が
圆
滑
に 

S

さ
れ
て
ゐ
.
る
か
否
か
5

い
て
は
、
現
在
な
暴
論
は
ま
ち
^

で.
ぁ
る
。
し
か
し
か
ぅ
し
た
計
蒙_

作
は
外
•
釋

の

要

3 

f

の一

方

法

を

霉

す

，|

の
と
じ.
て
'\
同
時
奥
つ
の
土
地
計
畫
運
動
^

充
分
注
目
に
值
す
る
"

ヒ
つ
れ
に
し
て

• 

九一一1
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經
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外
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性
费
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臺
溝
經
请
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外
地
的
性
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，九
四

ニ
1
1

七
四)

も
、
麋
灣
に
お.
，け

る

水

利

施

設

の

.
進
展
城
/
そ
の
產
業
開
魔
の
有
力
な
補
助
手
段
と
し
て
、
無
視
さ
れ
て
铽
な
ら
な
い
存
在.
で
あ
る
。

三

こ

‘ 

,
 

_
:
:

.筆

者

枕

臺

灣
准
業
開
發
の
經
過
を
、
米
と
砂
糖
を
中
心
に
叙
述
し
来
つ
た
。
む
ろ
ん
臺
灣
の
產
業
的
發
展
が
、
こ
，の
二
者
に
盡
き
る 

も
の
で
は.
な
い
、
農
•
工
業
の
そ
の
他
の
生
產
物
に
つ
い
て
、
或
は
鑛
絷
、
水
產
業
等
に
お
い
て
、領
臺
以
後
の
發
達
は
顯
著
な
も
の
が 

あ
る
？
原
料
領
域
、
販
路
*
さ

ら

に

投

資

，領

域

と

し

て

.
、
臺
灣
に
求
め
る
本
國
の
#
求
に
對
し
、
臺
灣
は
ど
れ
だ
け
の
寄
與
を
示
し
た 

で
あ
ら
う
か
。
兩
者
の
經
濟
的
關
聯
に
つ
い
て
•
分
析
を
進
め
る
事
と
し
よ
う
。

既
に一

言
し
た
如
く
、
日
本
の
臺
灣
經
營
は
、
原
料
領
域
と
し
て
と
れ
を
確
保
す
る
こ
^
に-
最
大
の.
重

點

を

置

い

た

こ

と

.は

明

ら 

か.
で
あ
る
、
米
と
V
ひ
砂
糖
と
い
ひ
、.
い
づ
れ
も
こ
の
要
望
に
も
と
づ
い
て
獎
勵
さ
れ
保
饉
さ
れ
た
^
の.
で
あ
る
。
宰
ひ
竅
灣
の
氣
候 

は
熱
帶
'^
熱
鞭
的
で.
，あ.
り
、
地
味
は
肥
ぇ
、天
然
生
產
物
も
豐
富
で
あ
つ
た
0
し
た
が
つ.
て
本
國
に
對
す
る
食
糧
•原
料
の
提
供
地
と
し 

て
、
優
れ
た
役
割
を
果
し
得
た
の
，で
あ
る
。 

,

杓

地

向

主

要

移

出

品

と

し

，て

は

、

米

、

.
砂
糖
め
占
め
る
壓
倒
的
優
位
は.
と
も
角
と
し
セ-
バ
ナ
ナ
、
樟
腦
、
樟
腦
汕
等
は
現
在
に
い 

.
た
る
ま
で
、
そ
の
主
な
る
構
成
要
素
で
あ
る
。
そ
の
間
品
目
に
お
い
て
又
各
個
の
比
率
に
お
い
て
、
多
少
の
變
動
は
免
れ
な
か
つ
た
。 

米
及
び•
砂
糖
は
明
治
三
十
年
旣
に
總
移
出
額.
の
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
ゐ
た
が
、
大
正
十
四
年
に
は
八
ニ•
六
パ
I
セ
ン
ト
の
高
率 

に
達
し
、
.そ
の
後
は
大
體
こ
の
程
度
の
率
を
保
持
し
て
ゐ.
る
。
樟
腦
は
世
界
大
m
後
停
滯
狀
態
に
入
り
、
樟
腦
诎
木
材
は
大
戰
後」 

時
增
大
を
示
し
た
が
恐
慌
後
は
減
退
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、パ.
ナ
ナ
、
鳳
梨
罐
詰
、
酒
精
、
帽
子
'
石
贫.
鑛
等
は
大
戰
後
:2 

り
躍
迆
的
な
增
大
を
見
せ
、.
紅
茶
、.
糖
密
、
銅
等
は
近
年
に
な
つ
て
の
'增.
加
傾
向
が
著
し
い
。
最
渡
に
お
い
て
は
、
滿
洲
事
變
以
後
，の
'
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臺
灣
齑
業.
の
轉
換
漉
勢
の
結
果
と
し
て
、
新
興
農
•
エ
產
物
の
移
出
開
始
が
觀
取
せ
ら
れ
る
が
：.
そ.
の
-#
く

は
未
だ
初
步
的
段
階
を
出
て 

ゐ
な
い
o
そ
の
中
に
あ
つ
て
從
前
よ

り

.

可

成

り

の
移
出
額
を
擧
げ
て
ゐ

た

酒
精
は
、
日
本
の
燃
料
政
策
上
の
必
要
か
ら
飛
躍
的
に
增
進 

し
、
製
紙
、
パ
ル
プ
等
も
內
地
生
產
の
減
退
に
志
て.
、
大
い
に
刺
戟
さ
れ
た
。.
他
方
* 
.事
變
下

■•食

糧
補
給
の
必
要
は
画

米 

砂
糖
の
供
給
に
期
待
す
る
所
多
大
で
あ
り
ノ
移
出
品
の
主
體
は
依
然
と
し
て
こ
の
二
者
I

心
と
す
る
食
糧
品
に
あ
る
事
塵
"
が
な

い

い
づ
ルU

し
て
も
、
領
臺
以
来
の
臺
灣
移
出.
貿
易
の
進
展
は
目
覺
し
く
、
そ
の
移
出
品
目
の
大
部
分
が
前
述
の
如
き
食
糧
•原
料
沿
で 

あ
る
事
を
見
る
な
ら
ば
、い
か
讓
灣
が
か
、
る
領
繁
し
て
、
本
國
に
對
し
價
値
t

存
在
で
あ
る
か
基
解
さ
れ
ょ
ぅ
。

.

臺
灣
輸
移
出
貿
易
の
•趨
勢 

■

昭 大 明 年  

和 芷 治
探

m 六 四 一 六 ニ 四 三 ヨ

齊 四 一 六 0 次

外 年 年 年 年 筇 却 ：印:苹 
地
的 -
性-
格

總

額

.
千
圓 

.
ー
四
、八
五
七

ニ
〇
、
七
一
.
六

li

一
三
、
七
二

 
一'

軍
三
、
三
七
八

.
一
四
五
、
七

.

一

三

U

六
三
、
二
一

 
五

ニ
七
一
、
八
九
三

三
ー
〇
、
八
七
三

移

出

m

ニ
、
1
0 五. 

九
、
七
ニ
九 

ニ
四
、
四
二
三 

四
〇
、四
三
六 

，一
〇

五

•
四
九
七 

1
U

五
、
ニ
四
九 

二
三
八
、七
〇
五 

ニ
〇

一
.
、
四
ニ
四

圓

輸
•
出

0

亡
ー
、
言

ニ

1

〇
、九
八
七 

九
*
一
九
八 

一
ニ
、
九
四
ニ 

四

〇

、
ニ

，
一

 
六 

四
七
、九
六
六 

三
三
、一

八
八.

.

一
九
、
四
四
九
，
 九

丑

移
出
額
總
額

一
四
•ニ 

四

七

•
〇 

七
ニ 
•
〇 

七

五

•
八 

:
.
七ニ
•
四.

:
八 

一
•
八

A-
七

大

九

T

ニ

a

 

ニ
七
五

〕



囊
經
濟
泠
外
地
的
牲
狢
” 

九

六

(

一
，ニ
七
六V

'IV
'1

..

年
' 

,

.

三
八
七
、九
柄
七
：
 

'三
五
八
、八
九
四
，
.

ニ
九
、P
五
三
',.

:

九
？
◦.

.
'..•.
一，
四

r

..
'.
|五

'^
‘ー、̂
11
.

八
'
,

5£
0
九
\»
七
四-
四.

八
三
、
ニ11

九
' 

八
五•
九
.、

〔

註〕 .
.
豪
灣
贸
易
四
十
苹
表
及
び
翳
灣
時
報
二
四
ニ
號(

十
五
/.ニ

：}

五
三
頁
I 

:
■

さ
ら
に
と
の
間
の
事
情
を
'明
ら
沢
に
す
る
た
め
'に'、例
を
昭
和
十I

铝
の
實
績
に.
>
り
、內
地
へ
の
重
要
侈
出
品
の
數
量
並
び
に

を
列
記
す
れ
ば
、
次
の
如
き.
も
の.
が
見
出
さ
れ
る
。
. 

：

.■
:

••
:
:

■ 

....

• 

. 

• 

» 

.

數

. ..

量
. 

.

.

■

債

.

■
額

.

1  

一
•四
:5
£
七-
八
〇
〇(

百
斤〕

一
四.•
ニ
七
四
•四
六
八C

白
斤)

.

‘ 

ニ
三
7
八
ー
〇
ぺ
班)

米砂
‘.

糖 

鑛バ

ナ

ナ

鳳

梨

罐

詰

酒 

精

鮮

魚

介

樟

.

腦

漳
腦
油(

再
製
油
共)

帽
.

子

切

.
乾
，
：

薯 

木
'
 

材

ニ
〇
三•
七
三
〇
•
八
ニ
五
 

ニ •

四
六
三
•
三
ニ
三
 

一
六
，
八
〇
三
，
八一セ

.:

.

 

'

丨
1.
7
九
ニ
0
七
0 .

五
.
.

一•
三
〇
九
丄
一
七
八

C

班)

 

.

.
:
ニ'

1
0
ニ_*
八
九
四(

拖)

 

五
•

七
.

九
.

五
•

四
五.
九

：

■■ 

五
九
丄
ー
九
ー
プ
一
七
五

.

九
八
四V

六一

四

ニ
ー
四•
三
〇
九
•
九
〇 

1

六
三•
四

九

五

•
三

〇

一 

一
五•
六
三
六
•
八
七
五 

一
〇•
五
八
六•
五
U
七 

.

五•
八
五.
六
V
/V
五
五. 

.

五
*
ハ
三
七
•
九
ニ
ニ 

, 

'
三•
〇
三
ニa
四
四
三 

ニ •
八
一
八
•
九
叫
〇 

,
.■
ニ 
•
ニ 1

四•
三1

一. 

'
ニ •
四
四
六•
五1

六 

I
T1
ニ
ニ•
四
七
：四 

.

て
九
九
叫
丄
ニ
三
四 圓

1

I
I

I

食 

鹽 

一

八
三•
六
四
七
*1

一
八
〇 

.

一
ニ
〇
ニ 
•
六
O
V
十

.

.•
石
.
.
-.
.
.
-.

炭

-

.

ニ 

四

•
一
三

 
S

瓲)

一..〇
*1

一

1

六
•
七
七
ニ
 

..........................

*
•

拓
務
大
臣
官
房
調
莶
課•

昭
和
十
一
年
拓
務
統
計
へ
昭
:?
l
i±
l

一
年
一

一

一
月
刊
行
：
>
よ
^
.̂
 

、
 

.
>
; •.

即
ら
そ
の
殆
ん

ど
.：

金
部
が
、
食
糧
•
原
料
の
範
圍
に
屬
し
、
と
く
に
そ.
の
中
に
お
い
て
占
む
る
米
と
砂
糖
の
割
合
の
絕
-對
的
優
位
に
氣 

付
く
で
-̂
>
ら
ぅ
？
こ
れ
ら
の
諸
移
出
ロ
5
目
は
亦
"

S

ふ
ま
で
も
^
く
畜
灣
產
業
の
中
樞
的
生
產
物
'で
あ
る
0
部

地
:«
灣
が
い
か
に
高
度 

に
、
工
業
化
の
進
展
し
ゆv

本
國
に
對
し
、.
所
謂
原
料
領
域
と
し
て
の
體
制
を
保
持
し
つ
、
あ
る
か
、
ま
こ
と
に
顯
著
な
も
の
が
あ
ら 

ぅ
。
：そ
れ
は
反
面
よ
：

^
見
れ
ば
、
本
國
の
原
料
政
策
の
成
功
と
も
見
ら
れ
よ
ぅ
。

上
記
め
諸
品
目
以
外
に
も
、
臺
灣
の
重
要
生
產
物
と
し
て
擧
げ
ら
れ
，る
も
の
も
無
く
怯
な
い
:o
例
へ
ば
蒸
烏
龍
茶
及.
び
包
種
茶)

の 

如

き

そ

の

特

產

物

と

し

て

微

«
當
初
よ
り
有
名
で
あ
る
。
茶
は
內
地
向
移
出
よ.
り
も
、
外
國
向
輸
出
に
多
く
、振
^
け
ら
れ
い
豪
濁
輸
出 

品

目

中

の

第

：ブ

位

を

占

め

る

..
0

昭
和+:.
ー，
年
忙
お
け
る
生
產
額
は
粗
製
茶

-
1:千
八

百
〇

八

萬

.餘

斤

、

價

額

卞

百

四

十

ニ

萬

一
千
五

百

餘
 

ST

に
上
り
、
輸
出
額
は
烏
龍
茶
二
百
九
十
五
萬
四
千
七
百
餘
圓
*
包
種
茶
二
百一

1

十
七
萬
九
千
三
否
餘
圓
で
あ
っ
た
。
砂
糖
及
び
樟
腦

- 

- 

- 

• 

• 

> 

• 

- 

•
• 

V
- 

> 

- 

,

は
*
輸
出
品
と
し
て
も
！
茶
に
次
い
、で
主
要
な
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
. '

そ
の
他
、
臺
灣
自
體
の
產
業
と
し-
て
は
'
收
畜
業
と
し
て
の
豚
、
鷄
、
牛
の
飼
育
等
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
本
國
へ
の
原
料 

供
給
と
い
ふ
見
地
か
ら
は
•
左
程
の.
意
義
を
示
•
す
も
の
：で
は
な
い
。
と
も
か
く
、
米
と
砂
糖
の
み
を
以
て
し.
て.
も
.
原
料
領
域
と
し
て 

の
襄
灣
の
外
地
的
性
格
は
ぃ
絕
對
的
な
も
^
と
考
へ
て
差
支
な
か
ら
ぅ
。 

.

.

.

.

f
.
. 

. f 

r 

' 

■ 

- 
. 

• 

. 

- 

; 

. 

•
.

• 

.

.

.

.

. 

... 

. ..
■.
-*.
.
.

.

;

■

卜
I

原
料
領
域
と
し
て
I

着

、
又
本
倒
i

f

と
じ
て
な
る
地
位
を
袁
て
ゐ
る
。他
其

^

襄.
獨
鸫
濟
.の
外
她
伯
性
挤 

九
'
 
七

(

.ニ |

七
七)



察
濟
經
濟
の
外
地
的
性
格 

'九

八

(

一
ニ
七
八
：>

. 

- 

.

あ
る
^
く
、.
竅
灣
も
亦
、.
日
本
の
獨
占
的
販
寶
市
場
と
し
て
の
濃
い
色
彩
を
示
す
。
朝
鮮
と
共
に
高
度
の
關
税
障
壁
に
，圍
ま
れ
て
、
本

‘
 

國
製
品
に
對
し
、
有
利
な
市
場
を
形
成
す
‘る
も
の
で.
あ
る
。

:
從
前
よ
り
の
發
展
經
過
に.
お
い
て
、
對
內
地
移
人
貿
易
の
進
境
，も
亦
著
し
い
。
領
臺
直
後
の
，明
治
三
十
年
に
お
い
て
、
そ
れ
は
總
輸 

移
人
額
中
の
ー
ー
ー

>
七.
涔
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
'
同
三
十
六
苹
に
は
五
〇
％
を
超
え
、
大
正
一
一
¥
七
〇•
四

^
、
，
金

铒

禁

止

後 

よ
り
八
〇
炻
を
突
破
す
る
に
至
つ
た
。
移
入
貿
易
ば
少
く
と.
も
明
治
末
期
ま
で
は
、
移
出
の
增
加
率
を
凌
い
で
ね
た
。
こ
の
事
は
當
時

* 

- 

, 

* 
t 

^
 

-
- 

. 

I 

< 

. 

- 

•

の
發
展
段
階
に
お
け
る
日
本
經
濟
が
、
い
か
に
臺
灣
を
そ
の
製
品
販
路
と
し
て
求
め
る
事
の
切
で
あ
っ
丨
た
か
を
物
語
る
と
言
へ
よ
ぅ
。

そ
の
後
の
臺
灣
產
業
開
發
の
進
展
は
、
旣
に
指
摘
し
た
そ
の
特
殊
'の
性
質
よ
り
し
て
、
漸
次
食
糧
•
原

料

領

域

と

し

，て

の

賭

制

を

闹

め

• 

, 

. 

. 

, 

- 

.

る
事
と
な
っ
た
。
そ
れ
に.
伴
っ
て
移
出
の
增
進
速
度
が
移
入
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
事
は
當
然
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
世
界
大
戰
後
に 

お
い
て
、.
と
く
に.
促
進
さ
れ
た
。
か
く
て
豪
灣
經
濟
は
、
明
治
末
期
ま
で
は
主
と
し
て
杓
地
商
品
の
販
賣
市
場
と
し
て
の
役
割
を
艰
し 

來
っ
た
も.
の
が
、
大
戰
以
降
は
よ
り
以
上
に
内
地
へ
の
食
糧
供
給
地
と
し
て
の
意
義
を
獲
得
し
た
も
の
と
見
ら
れ.
る
。
そ
の
發
展
の
經 

過
は
次
表
の
示
す
如
く
で.
あ
る
。 

:

部.
：..
.
次. 

明
治
三
〇
年 

三
六
年 

四
一
竿 

大.

JH\1 

¥

竅
灣
輸
移
入
貿
易
の
趨
勢

\

‘

總.
.
額.
' . ..

ザ
圃

1

六
、三
八
三
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ニ

ニ

、
ニ
〇
四 

三
八

、
〇

〇
u 
: 

六

〇

"
八

五

四
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.
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四
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、

一
九
五 
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、九U

七 

四
ニ
、八
三
〇

轍

’
入

額
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一
二
、
六
'五
九 

1
1
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〇
九 

七
七
、〇
七
五 

J
八
、o 
ニ
四

移
人
額
總
額.%

S
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七 
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〇
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四

I
M

七
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•
四

^
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^
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i
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i
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T
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l—
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一
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■■ 

J 
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六

年

， 

.
八
八
、
八
四
四. 

六
七
、七
四
五 

二一、〇

九

九

：
七六*一一
 

.
一
い
四
：年 

八
六
、三
^,
五
：；：

ニ
一1
九
、九
0
六 

' .五
六
、
四
八
九.
六
九
•七 

昭
、
秋

0

年

ノ

，
： 
ニ
0
15
1
、九

：:
'

.1

四

〇
、
三
.七
〇

 

六
四
、
五
四
一

 

'.
.-
六
八
•
五 

.

.

.
:

:
六

年

.

.r

四
'五
、
六

1U
r,  

ニ.
一
四"
七
六
三
.

.

三
〇
、
八芄九七八

•
七
.

.•
，一，

'

!.

平

、
ニ九ニ、一八
五

.

'
ニ

四

三

、
八
一
ー
ニ

 

：

:'
■'.
四

八

，
八

五

四

 

八

苧

五
 

•
:
一四部

 

四
〇
八
、六
四
九 

三
五
七
*
六
〇
八

..
五一、〇
四一、

八七•五
 

.

〔

註〕

前
掲「

輸
移
出
貿
易
表
し
ト
同
資
料
一
一
莪
ク

 

' 
;

へ
 

..
移
入
品
2!
の..
内
容
は
、移
出
品
目.
に
比
し
て
頗
る
’多
種
多
樣
で.
あ
る
。
そ.
の.
主
體
が
內
地
エ
業
製
品
に
あ
る
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。 

内
地
繊
維
工
業
部
門
の
發
達
に
順
應
し
て
、
そ
の
製
品
が
初
期
以
来
の
中
樞
的
移
人
品
で.
あ
る
事
に
變
り
が
な
い.
が
、

そ
の
後
の
内
地 

工
業
の
高
度
化
、
近
年
に
お
け
る
臺
灣
工
業
の
進
展
に
伴
つ
て
、
/'

そ
の
比
重
に
は
漸
次
變
轉
が
示
さ
れ
つ
、
あ
る
。
.昭
和
年
代
に
人
つ 

て
か
ら
の
重
工
霞
製
品
の
，急
速
な
る
進
出
は
、
こ
の.
事
情
を
明
臣
に
表
現
す.
る
‘。
食
糧
品(

煙
草
を
含
む)

は
大
正
年
間
ま
で
は
大
體
三 

割
程
度
の
比
率
を
維
持
し
て
優
勢
に
あ
つ
た
が
、.
豪
灣
に
お
け
る
新
興
作
物
の
：作
付
增

大

、

水
！
！

業
‘の
發
達
を
反
映
し.V

、

停
滯
狀
態 

に
人
、つ
'.た
？

近

，チ

の

傾

向

と

し

て

は

建

築

資

材

' 
肥
料
、.
機
械
器
具
類
等
の
比
重
が
益
々
增
大
を
示
し
た
。
尤
卞
日
支
事
變
勃
發
以
降 

は
、
内
地
に
お
け
る
諸
種
の
經
濟
統
制
の
餘
波
を
ぅ
け
て
、
萍
び
變
轉
の
渦
中
に
あ
る
。
南
支
方
面
へ
の
食
糧
仲
繼
移
人
高
の
增
大
は
、
 

そ
の一

つ
の
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ.
る
。
い
ま
事
變
前
年
の
昭
和
十1

年.
の
統
計
に
塞
き
、
近
年
の
傾
向
のf,

端
を
窺
へ
ば
次
の
如 

で.
あ
る
。

...
. 

.

.
へ.

.  

,

.

.

く

建
移 

築入

材品

移

入

品

料

.-
ー
九
人
$
0
七
四
0 

臺
灣
經
濟Q

外
地
的
性
格
.：
，

木

材

一•
九
四
八
，三
〇
七

九
九
'. 

C
1

ニ'七九
：}



.
紙

卷

德

J
草 

鐡-

.
製
.

:
品 

小

•麥

粉

 

.
自
動
車.
及
同
部
分
品
'

1
0
0 

〈

H
K
O)

:
六.•
六.
圏
一
6
八
ニ 

六•
五
一
一
八
•
三

ニ

七 

!
 
一
 

一
 
•
三
八
六 

，
五■•
四
五
七
•
二

 1U1...

,..空
機

滅

濟

の

外

禆

的

.性
姑

» 
«.
v 
• 

5 

• 
• 

t 

«. 

- 

I 
* 

.
•

■*

.
掬

織

物

及
.
補
#

#

ふ

九.
g
s
•
六
.六
九 

0,
.

•、
 

.

.

.
し
‘

.
ー
，六*
1
3£
七
*
0
九

ー.

*
. 

^
 

r
 
<

:

:

硫
酸
ア
ン
モ
二
ゥ
ム

一 ,

四•
八

ニ
八
•
八
三
〇 

，

他

ノ

肥

料
,

:
:
ニ
ニ.
，五
〇
艽
.
五
六
.八

.
.

.
* 

「

*
. 

暑

 

一：
.

V

.

:

J

こ
の
；外,'
そ
の
種
目.
览
機«
顥
、._
連
品
、
金
屬
製
品
、
..
酒
類
、_

詰
製
品
等
、
所
謂
工
業
品.
の.
種
類
は
極
め
て
多
い
。
.し
か
も
先
に 

•
揭
げ
た
移
出
品
目
表
と
對
照
す
-̂
な
，ら
M,
'' #

地
：
し

て

そ

，
の

臺

灣

貿

易

.
の.
特
質〔

原
料
•
食
糧
の
供
給
と
内
地
工
業
品.
の
移
人)

は
、明
向 

，
に

觀

派

さ

れ

.
る

。

；

.

.

.

.
へ
：

.

.

....

.

事
一
灣
の
輸
入
は

"
大
豆.
、
汕

. «
!
、.
重
诎
類
等
杧
お
い
て
著
し
弋：： .

こ
れ
は
內
地
よ
り
供
給
不
充
分
な
る
も
の
に
っ
.い
て
見
出
さ
れ
る 

實
で
あ
る
。
し
か.
も
竅
灣
の
全
；^
為
關
係
に
，つ 

>

 

て
，分

析

を

進

め
^
な
ら
ば
、
前
記
の
特
質.
の
外
に
、
杓
地
商
品
の
仲
繼
地
，と
し
て 

の
役
割(

綿
織
物
、
海
逄
物
等
：

T

叉_

灣
自
身
の.
エ
業
化
進
展
に
伴.
ふ
砂
糖
、
セ
メ
ン
ト
等
の

.
海
外
進
出
等
：が
指
摘
さ
れ
る
。
<'こ
れ
は 

純
然
た
る
外
地
的
貿
易
關
係
か：

ら.
の
部
分
的
脫
却
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
臺
灣
の
エ
業
的
發
展
の
將
來
を
期
待
せ
し
め
る
指
標
と 

,

言
へ
よ
ぅ
。 

，：
■•„  

…
.

■

 
• 
• 

.

■

:•
♦; :
•

し
か
し
現
狀
に
關
す
る
限
り
、.
臺
灣
質
易
の
對
日
依
存
性•
は
絕
對
的
で
あ
る
、
領
臺
當
時
八
割
以
上
を
占
め
^
外
國
貿
易
は
、
内
地 

質
易
の
飛
a
的
な
發
展
に
よ
っ
て
位
置
を
轉
倒
し-
そ
の
後
哿
く
は
ニ
，
三
割
臺
を
持
續
し
，た
が
、昭
和
六
年
以
降
は
一
層
の
減
退
を
示 

'

.

し
て
一
割
程
度
へ
と
低
落
し
た
:0
そ
，れ
は
反
面
に.
お
い
て
、
：內
地
員
豸
の
壓
倒
的
進
妣
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
0
い
ま
明
治
三
十
年
、

.

大
正
初
年
、
昭
和
元
年
六
年
及
び
+'
ブ
年
の〗

統
計
に
よ
り
、'
そ
の
間
の
實
情
を
顧
み
よ
ぅ
。

,

,

,

 .

.

.

臺
灣
貿
砝
總
銷

.'

.

.

_

額 

.
千,

明
治111.

十

苹

，
:
三•
一’
13

〇(

ー8

8
''
:
' ;.
ー
5:
、
七
--
3£
ニ.

大
JH1R.

年

し 
ニ.
ー
五',
>
四
£.
ー
ー

(

§
%)

. 
' .  

> 

-
一
 
四
、
.
九
六0 

:
昭
和-
元-
部

V

四
三.
四
、
八u
s (

一
、
墨^)

.
四
九
、S

五

一
.

.

W
 

•
 
I 

••
 

... 
*
 
..

.
同

；

六
、
弗

；

.

.
三
六

.
六
、四
九
三(

一
、5
ズ)

.

.

.

一
九
、四
四
八. 

同
.
十
一
/年
,

，'
六
八
〇
、六
三
三(In

七
癸)

，

：u

九
、〇
?£
四 

〔

註〕

‘‘拓
激
筲
編
拓
務
耍
覽
昭
和
十11:

苹
版
そ
の
他.
よ
り
嚴
成
，

轍

人

.額 

一
ニ
、六
丑
九 

1
九
、三
:0
七 

六
u
、o
〇
七
'
 

三
0
、八
五
八 

R
八
、八
五
四.

移

出

額

'
 

ニ
、10 

五 

.

四
七
、八
三•
一.

15 
ニ
.、
一
一 
〇

ニ
〇
ー
、
四
ニ
四 

三
五.
八
、
八
九
四

移

入

額
 

三
、
七
二
四 

,
四
三
、
三
ニ
五 

一
 
l-
ー
、
四
〇

ニ 

P

一
四
、七
六
三 

ニ
四I

一
一
、
八
三
一

.

•

か
く
て
豪
灣
は
、
そ
の
對
外
貿
易
に
^
い
て
ゆ
若
干
の
輸
入
超
過
で
あ
る
が
、對
內
地
賢
易
は
近
年
常
に
巨
額
の
移
出
超
過
を
示
す
。 

こ
べ
の
事
は̂

*

內
地
に
對
し
、«

品
|1
路
と
し
て
ょ
り
、も
寧
ろ
、
M:
料
•
-食
糧
、
と
く
.
に
そ
の
，特
產
物
の
提
供
者
と
し
て
の
地
位
の
重
大 

さ
紀
示
す
も
の
で
あ
ぞC  
'い
ま
亦
臺
灣
自
體
の
エ
：業
化
の
有
望
視
さ
れ
.る祈
柄
、
お
が
國
南
方.
の.
寳
庫5

じ
て
の
意
義
は
決
定
的
な
も 

の
と
見
る
事.
が•.
出
來
る
o

♦ 

- 

V 

- 

• 

- 

* 

. 

- 

.

原
料
領
域
"
製
品.
販
路
と
し
て
潰
値
大
為.
る
臺
灣.
は

义

、
，
内

地

資

.
本
の
有
利
な
投
下
地
’
.
で
>̂-
:
あ

る

。
，
領

臺

當

初

の

..頃
、
島
內
治
安
不 

確
立
の
崩
ば
總
督
府
の.
獎
勵.
に
t
拘
ら
ず
、
內
地
資.
本
0 .
產
業
資
本
的
活
動
は
頗
る
不
活
潑
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
日
本
資
本
の
蓄
積
が 

€
だ
不
苽
^ ',
で.
あ
つ
だ
事
由
^
も

ょ

：
る

永

"
島

杈

の

物

情

不

安

に

加

え

そ
、.
そ
の
^
*
狀
勢
が
極.
め.
て
紊
亂
しV

ゐ
た
爲
め
で
も
あ.
る
。..

, 

• 

«

J

> 

■ 

V 

* 1

0
 

• 

• 

I 

• 

• 

V 

• 

■ ‘、、
 

\ 

* 

• 

•
*
; 

•

し
か
も
豪_

匕.
お
げ
る
金
利
の
高
率
，は
で
れ
ず
か.
に
利
貸
鸯
本
の
：運
動
を

.
吸
引
し
た。.
：!-
;
,.........

 

;

攀
府
ぬ
縱
治
の
龜
展
^
、.
，資
本
豚
動
に
對
，
.
す
る
安
全
^
保S

:

す
る.
に
至
り
、
時
恰
も
日
|
|戰
猙
後
‘に>お
け
る
日
本
資
本
の
發
勝
、蓄 

壽

經

想

外

地

的

性

^

ノ

 

1
〇

一
(

ニ
1
八1

)

.



:v
綦
m
緣

©.
外

他

的

恍

路.'. 

.
一o

il  

(

■:-
ニ
八
ニ

〕

#
の

衝

丸

は

外

独

I

灣
匕
お
げ
が
事
業
投
資..
の
機
蓮
を
刺
戟
ず
る
事
と
な
つ
た
。
こ
の
頃
ょ
り
製
糖
業
を
中
心
に
、
豪
灣
に
對
す
る
内 

’

—

•̂
■
氣

業

資

私

の

盛

ん

啟

る

.
f.

が
開
始
せ
ら
れ
た
。'，臺
灣
の
土
地
生
產
カ
の
肥
次
、
勞
働
賃
銀
の
俾
廉
は
、■高
度
の
企
業
利
潤
を
保
證 

.
r l
:

-v
'
ig
l

^
極

め

セ

初

尨

'?
た
P
臺If

に
對
ず
る
内
地
資
本
の
輸
出
は
積
極
化
し
た
。.
就
中
製
糖
業
は
總
#
府
の
保
護
の
下 

.
.

發
.織
耷
齋
げ m
 

事_ .

旣
述
の
如
■く
で
あ
を 6

:'
:
.

-.
•
: 

, .

.,-- 
=

.

;
■;
•

■•.
:貧
海

靈

の

應

叻

伴

队
:'
;
島
內
金
1]
!-
事
情
も
安
定
化
じ
た
0_

灣
銀
行
、は
漸
次
取
引
を
增
大
す
る
と
其
に
、.
島

^

に

お

け

る

中

央

_  

銀
行
と
し
て
、
能
動
的
な
役
割
を
果
す
に
至
つ
た
。
そ
れ
に
伴
つ
て
金
利
も

一
般
に
低
落
の
傾
向
を
迪
り
、
一
層
事
業
投
資
を
促
進
す 

.  

.
:る
事.
之
%
^
た

:.
:
°
會
社
創
設
、
資
本
增
額
等
が
相
次
い
で
行
は
れ
た
。

.

:
 

.

-

、.大
正
主
年
末
..に
お
，s
て
•i

•會
社
數
ば
w;
六
，十
四
.、.忘
公
稱
費
本
金
總
額
l
'億

三

千

萬

圓

で

，
ぁ

o,
私
が
、
大

.I
H
'

八
年
末
に
は
會
社
數 

ニ
倍
の
三
百
一
一

j.

十

八

、.公
稱
寶
本
余
は
約
1
1
.
ー
倍
.の
1
ー
療
八
千
萬
圓
と
紅
り
、」

ざ
6
に
昭
和
五
^

^
に
は
會
社
數
.は
;\
¥ .
六
；
十
芄
と 

.約
五
倍
に
增
大
し
,'
公
稱
資
本
金
|
1
.
6
八
倍
.の
四
億
丸
千
四
.百
萬
圓
に
到
達
し
た
。
，_

,

.:

ム

:

上
記
は
單
に
公
稱
資
本
金
額
の
上.
に
.現
は
れ
た
成
績
に
外
な
ら
尨
い

が
、
と
れ
を
以
て
し
て
も
臺
灣
が
內
地
資
本
の
活
潑
な
る
投
資 

領
域
：た
3
狀
勢
の
”
班
を
知
る
事
が
亂
來
ょ
ぅ
。
日
本
の
臺
灣
總
投.
資
額
の
推
定
は
困
難
で
ぁ
る.
が
、
昭
和
元
年
末
に
お
.い
て
約
十
三 

,

億
圓
と
見
辩
ら
れ
た0/
現
在
に
お
い
て
は
恐
ら
く
ー
一
十
億
圓
內
外
程
度
と
考
へ
て
差
支
な.
か
ら
ぅ
。 

.

近
年
に
お.
け
る
裏
獲.
エ
業
化.
の
進
展
に
應
じ
て
、
投
資
活
動
が
一
層
の
躍
進
を
示
し
つ
X
ぁ
る
事
は
明
白
で
ぁ
る
。
そ
れ
と
同
時
に 

企

業

必

：
集

中
‘遍
程
も
急
速
に
猶
行
し
つ
\
ぁ
る
。
下
記
の
表
は
昭
和
八
年
以
降
十
四
年
に
い
た
る
間
の
新
規
資
本
の
投
下
狀
態
を
示
す
。

會
社
解
激
»
Q
增
加
は
企
業
集
冲
化
促
進
の
證
左
た
り
得
る.
も
の
セ
ぁ
る
。..

|藤
忆
敕
げ
各
銀
行
•
會
社
の
新
設
.̂

解

散

f ,

ぐ'

_ 

.....
;

會

數

資
本
金(

利
込•
千
圓)

新

昭
' 
科

ぺ

¥

L 

*ul 

ブ

/a

.
•
一
 
〇
牢

.

:
 

一
 

5

• 
. 

一
 

■.

計

設 

一

六

三'

一
? L
六 

九
五 

ニ
四
一 

1

一
八
四

. 

U

八

六 

四

二

八
. 

，
六
五
.
三

解

散 
■
四

六 

五
七 

六

四 

.

八
一
一 

，
七

七 

七
四 

.
九

三 

:

四
九
ニ

〔

註〕

波
多
然
著
、'日
本
の
經
濟
昭
和
十
五
苹
版
一
七
六
頁

(

資
料

新
設•
增

資

•
狒

込 

ニ
〇
、
四
〇
三

：

'
一八、ニ
五
：

ニ
八
、
八
九
四 

:
四
1
、
1
九
八
，

.
五

三

.
、
四

七

三 

四
三
、
三
五
四 

五.
七
、
四
五
五 

一一

六
ニ
、
八
九
ニ

■臺
灣
金
融
經
濟
月
報

)

解
散
•減
资

.
づ1
、
艽
三
四 

1

一
、
三
六
五 

ニ
、
三
九
三 

.
1

1
"

四
五
五 

.
七
、
七
ニ
七 

三
一
、
八
三
七 

三
、
〇
ニ
四 

七
一
、
三
三
五

と
の
六
年
間
に
會
社
新
設
數
は
實
に
一
、
六
五
三
社
.を
數
へ
、資
本
額
は
ニ
億
ー
ハ
千
萬
圓
の
巨
額
に
上
つ
て
ゐ
る
。
■か
つ
資
本
投
下
に 

\

^ ;-
て
は
、
昭
和
十
一
年

摄

か
ら
の
增

大

が

'顯

著

で
ぁ
り
、
そ
の
大
！I

分
は
工
業
と
鑛
業
を
對
象
と
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に•
昭
和
十
一
年
末
現
在
に
お
け
る
各
產
業
別
に
見
た
投
資
狀
態
を
表
記
す
れ
ば
次
の
如
■く
で
ぁ
石
そ
の
間
資
本
集

4
の
傾
向 

P

著
し
く
、
と
く
に
製
糖
業
と
新
興
エ
.業

の

基

礎

部

門

た

る

發

;«
事
業
に
お
い
て
、
最
も
朋
_
に
觀
取
さ
れ
る
、
例
へ
ば
製
糖
業.
の
如 

0
、

僅
か
九
社
の
新
式
會
社
に
獨
古
さ
れ
る
現
狀
で
あ
る
。
.
.
 

：
..

： 

. 

，
■

: 

-

臺
灣
の
產
業
別
投
資
狀
態 

麥
證
濟
の
外
：

i

的
性
格r

t
o
三.

n
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八
一o
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î
Kf 

<
-
v
k 

>22?

總

.

數 

I  QOO^IS  
以
上

1
Q
0
0

-----------------------
五 Q

Q

at
QQ------
-
 
一g

ー
§——

ニ
〇

8

1 

M

デ
m '
圓
以
下- .毫

濟
經
濟
の
外

•地
1的

性
格

'
 

P 

.
數

.

•

.社
敷
*
^,

本.f.

n
g
l 

11.1,

一，11 

产
s
r
雪
一

九 

一̂
、

器

.

1  
バ
九
S

裏

..
5 . 

ノ
K、s

Is:
:.
.
 
I
s
八九

0

、
八：
1

八

農
業•
水f

鑛

業 

社

數

，
資

本

金

社

數

資

本

金

:

会
：<
、s

- 

0 

s
r

裏.

X

業

ノ
 

社

數

.
資

本

金

i.
 
二
交
、0四 0

六
s

i

八 

四 

$,
◦
§

H

1  
一5

.璧

S

八•
八
九1  

，
八
九
四
、四八四

5
 

ニ
、5
1

-.
ora 

c

一
二
八
四

)

.
交

通

業
 

社
數
資
本
金

i
 

ニ
、8
六

四、3
3

W
六

ニ
、赛3

商

業

. 

社
數
资
本
金

i

八
九、
S

n
.  n

、

八七五

w  

s
r
s

M

一一
 
5
ハ九七 

八
四1

2
C

六

一s

六

八
、塞

一
差 

2
0
1
1

J 
, 
H
M
:
 
-

a
、go

I
 

I
,
 

.JK
b
foQ

O

六 r
l
i

:

.1
1

-
1.

s

」

*-
s -
l 
:

■

, ;
.

八Is 

.
m

.  

3

四 

“ー
 

' 

&

苎

実

，.-.
■■'

. .II  

r
s.

〔

註〕
」 .

波
多
段
、
前
掲
書
1
八Q

頁
S
料
I
丨
毫_

商
工
統
計)

ぺ

；

.
，か
<

ど.
しF

の
；裏
灣
の
：地.
位
は
歷
：然
た
：る
も
の
で
あ
る
が
、
臺
灣
銀
行
の
活
動
は
他
面
に
お
い
て
ホ
ft
入
資
取 

家
よ.
り
預
金
を
吸
收
し
、
こ
れ
を
內
地•及
び.
外
國
に
'貸
出
ず
關
係
を
見
せ
た
。
尤
も
昭
和
二
年
の
恐
慌
後
は.
、
塞
銀
も「

臺
灣
に
お
け 

る
產
業
資
金
の
供
給
r
と
い
ふ
本
來
の.
使
命
へ
方
向
を
轉
ず
る
fe
m

つ

た

。

し
，か

し

現

在

r

に
お
い
て
も
直
接
に
事
業
を
經
營
す
る
な

ど
、
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そ
(0
活
動
は
積
極
的
な
も
の
が
'あ
る
0 

'  
:,

米
作
、
觀
業
ゆ
11

め
蓺
灣
0
_

成
齡
業
に
つ
い
て
は
、旣
；に
飽
和
點
に
到
達
し
^
事
が
論
議
さ
れ
て
ゐ
る
。
最
近
で
は
新
興
の
重
•
化 

學
エ.
業
を
中
心
に_

灣
エ
業
化
：
.
の
期
待
が
濃
厚
と
な
り
來
つ
ー
た

0

こ
と
に
そ
れ
は
ぱ
本
の
南
方
政
策
と
の
關
聯
に
お
い
て
、
著
し
く
重 

大
性
を
帶
び
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
，ゐ.
る
？
そ
(0,
限
^

新
方
面
へ
の.
資
本
投
下
の
擴
張
、或
は.
南
支
•
南
洋
等.
の
隣
接
地
域
へ
の
投

資

の 

進

出

が

有

望

視

さ

れ

る

。

そ

の

投

資

基

：地
と
し
て
の
毫
隱
め
、將

來

は

、

.

頗
る.
注
目
に
値
す
る
タ
昭
和
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と
共
に
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外
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響
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米
と
砂_

を.
中
心
と
す
る
豪
灣
9._
業
開
發
が
、
そ
：れ..
に
對
す
る
本
國
の
經
濟
的
要
求
に
答.
'へ.
f

、
如
何
な
る
靡
展
を
示
し
來
つ. 

た
ぃ
。
そ
の
概
貌
は
前
述
せ
る
所
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ
得
た
事5

思
ふ
。
近
年
に
い.
た.
る
ま.
で.
の.
大
體
£

過
に
お
：い
て
、
綦
灣 

經
f

本
稿
の
.序
文
に
お
い
て
指
摘
し
た
如
く 

'
.
公
式
的
な
外
地
的
發
展
過
程
を
迪
つ
た
も
の
と
言
へ
よ
ぅ
。
領_

14
1
: ^
の

開

發

装

礎
 

時
代
の
後
を
ぅ
け
て
，
.
察
灣ic

地
の.
た
め
の
原
料.
食
糧
供
給
塊
製
品
販
路
、
及
び
そ
れ
等
に
基
く
投
資
市
場
と
し
て
の
體
制

の
中
に
、.
織
セ
a
ま
れ
た
の
で
あ
る
'-
0
, 

.

•

: ., 

,
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し
か
る
に
||
:
界
恐
慌
以
後
の
世
界
政.
治
#.
經
濟
情
勢
の
變
轉
、
と
く
に
極
東
^
お
い
て
は
滿
洲
事
變
を
轉
機
と
す
る
わ
が
摘
內
外
事
惝 

の
激
變
は
、
必
然
的
に
外
地
豪
«

に
も
影
響
を
及
'ぼ
し
た
。
列
國
の
軍
擴
競
爭
に
基
く
生
產
カ
彍
充
計
畫
の
遂
行
、
わ
が
國
爲
替
安
に 

よ
る
輸
出
齑
業
界
の
殷
賑
は
*
毫_

に
も
波
及
し
た..
砂
糖
及
‘び
凃
の
價
格
騰
貴
は
‘
臺
灣
產
業
の
好
況
を
招
來
し
喪
。
：
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生
*
總
額
は
急
速
な
量
的
發，

展
を
示
し
、.
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和

十
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浩
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億
圓
を
突
破
し
た
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そ
の
，增
加
趨
務
並
び
に
、
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’各
產
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別
の
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績.
は
次.
の
如
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で
あ
る
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.
裏
灣
商
て，統
計
、(

昭
和±
$
度)
.■

.

叙
上
の
成
緖
は
襄
灣
康
業
開
發
の
躍
進
的
經
過
を
'雄
辯
に
物
語.
るo- rn

本
の
食
糧•
原
料
領
咸
と
し
て
、農
業
及
び
製
糖
を
中
、い
と
す 

.
飞
工
業
の
生
：

ii

額
が
常
に
優
勢
を
古
め
て
ゐ
る
事
は
自
明
セ
ぁ
る
。
と
く
に
工
業
に
つ
い
て
は
、
t
近
に
お
け
る
新
興
工
業
の
發
展
趨 

勢
に
恶
き.I

層
の
1
展
が
期
待
せ
ち
れ
る
。
全
般
と
し
て
の
こ
の
耀
進
的
な
量
的
發
展
は
ま
た
最
近
に
い
た
つ.
て
質
的
變
化
を
伴
つ
た
。 

昭
和
六
年
以
降
の
襄
灣
の
エ
業
化
は-
著
し
く
贬
來
性
ぁ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
蓋
し
內
地
工
業
の
高
度
化
は
、
臺
灣
の
エ

業

的

開

發

を

有

利

な

も

の

と

し

た

。

そ

れ

は

內

地

の

資

本

及

び

技

術

の

飛

躍

的

發

展

の

，成

果

で

ぁ

り

、

.

さ

ら

に

又

內

地

に

お

け

.る
資
源 

並

ぴ

に

ェ

業

逾

地

の

僅

少

化

に

も

と

づ

^
^

積

極

的

な

外

部

進

出

の

現

は

れ

で

も

あ

-つ
た

o
臺

灣

に

お

‘け

る

水

力

電

氣

の

大

規

模

な

開

，發
及.
び
'?
:
れ
を
利
用
し.
て.
'の
電
氣
化
學H

業
、..
重
工
業
等
の
勃
興
ガ
'•
|
3
^
'̂
^
-2
>
所
'̂
で.
あ
.̂
.
:,ぺ

..... 

...

加
ん
^

に
、
旣
に
指
摘
し
た
如
く
..
'
*
世
界
經
濟
動
向
と
し
て
の
ブ
ロ
ッ
>

經
廣.
の..
波
^

、
：東
逋
{€
お
い
て
日
'«
ブ
'
ロ
.ッ
ク
の
緒
成
を 

ル
現
せ
し
め.
た
。
裏
灣
も
亦
そ
の
一.
翼
と
し
て
の
任
務
を
擔
當
し
た
事
は.
言

ふ

ま

，で
も
な
い

o

米

•
砂

糖

等

重

要

食

糧

品

の

供

給

地

と 

し

て
、
，
蹇

灣

は

從

來

の

面
&

墓
び
改
め
て
邊
揮
す
'る
と
共
に
、
新
た
に
綿
花
•
黄
麻
等
い
は
ゆ
る
新
興
作
物
の
提
供
地
た
る
事

を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
.

'

.

'
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•:
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ゝ

•

そ
の
後
情
勢.
は
さ
ら
に
新
た
な
る
展
開
を
見.
せ
戈
。
日
支
事
變
の
勃
發
と
そ
の
長
期
化
は
、
臺
灣
に
も
亦
新
し
き
使
命
を
課
す
る
事 

と
な
•つ.
，た
。
戰
局
の
南
支
へ
の
進
展
は
、
豪
灣
に
對：

し
軍
事
的
據
點
と
し
て•
の
意
義
を
賦
課
す
る
と
共
に
、
.經
濟
的
に
も
日
本
の
南
方

發
展
の.
た
め
の
前
進
栽-
地
と
し
て
の
役
割
を
與
■へ
た
。 

■

 

.
 

i 

4|
州
の
^
蛾
、
ド
イ
ツ
の■巡
擊AI

オ
ラ
ン
ダ
、.
フ
ラ
ン
ス
の
敗
北
は
、
さ
ら

’に
こ
の
事
情
に
拍
車
を
か
け
た
。
蘭
領
印
度
、
例
領
印

蹇

那

等

Q
I

的
歸
趨
、
及
び
そ
I

外
經
濟
關
係Q

今
後S

馨

H

關
し
て
、
わ
が
國
I

要
な
關
心
を
寄
I
I

得
な
く
な

つ
た
。
と
く
に
日
本
の
立
場
と
し
て.、
■

«•
防
國
家
體
制
樹
立
の
た.
め
に
南
方
經
濟
圈
の
確
保
は
、
い
.ま
や
日
本
の
生
活
圏
へ
の
耍
求
と

.

.

し.
て
、.
決
定
的
尨
も.
の
と
な
•り
つ
v-.
t>
'-
る

。
か
く
し
て
日
本
の
南
へ
の
進
出
は
必
然
的
方
向
で
あ
る
。
目
下
南
京
に
お
い
て
進
涉
中
で

.あ

る
事
變
處
，理
交
渉.
、；

そ
：：

し
で•
や
が.
て
來
る
べ
.き
大
東
11
1
共
榮
圈
の
建
設
、
興
蓝
經
齋
設
立
の.
ー
環
と
し
て
*
南

方

發

展

は

重

要

.な

る

部

.
面
を
占
め
'.る
も
の
ど
想
定
さ
れ
る.
。.
そ
の
た
め
の
國
防
㈣
，
經
濟
的
根
據
地
と.
.

し
：て
、
臺.W

の
役
割
は
極
め
て
大
な
る
も
の
と
言
へ
よ

.
'ラ
。
そ
の
自
的.
に.
副
づ
て
、.
襄
灣
經
濟
は
農
業
再
編
成
及
び
エ
業
化.
の
進
展
を
樞
軸
と
し
て
進
ん.
で
ゆ
く
と
思
ば.
れ

石

。

そ

、
の

限

り

從

來(

の.
^
^
た
岁
外
地
的
發
展
形
態
を
説
程
度
脫
却
す.
る
事
が
像
想
せ
ら
れ
る
。
.對
內
地
關
係
の
調
盤
を
中
心
に
東
蓝
經
濟
プ
ロ
ッ
ク
の

一.
.

構_

素
ど.
し
そ
办
使.
命
の
遂
行.
と.
そ
、.
»
灣
が«
面
す
る
今
後
の
重.
耍
な
る
課
題
^

囊
馨
の
外
地
的
i 
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â --
f EM

W
M
f

 J*fe

j 

丨
 Jjw*xĵ
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“臺
晴
農
業.
の
#
編
成
に.
關
聯
し
て.
先
'、つ
米
の
問
題
が
'取
'土
げ
ら
れ
た
。
昭
和
八
年
以
降
の
內
地
米
作
の
J
S :
に
對
應
し
て
外
地
米 

作
に
'は
種

，
々
.
.
の

制

蹈

的

手

段

が

採

ら

れ

た

事

に

つ

い

て

は

旣

に

ー

，

ー
ー一
日
し
だ

.o「

米
穀
自
治
管
理
法
の
施
行
、
水
利
施
設
の
禁
止
、
代
作
降
大 

勵
な
ど..
の
勵
行
に
も
枸
ら
ず
: '
蕞
灣.
の「

米
作
偏
重」

.
の
傾
向
集
®

a

て
阻
止
し
得
な
如
み
だ
：の
：で
ぁ
る
。
し
か
し
元
來
米
•蔗
作 

ー'
.
ー
本
建.
で
迤
み
來
づ
た
臺
灣
農
業
も
，
そ.
の.
耕
作
面
積.
の
上
か
ら
見
.̂
:

も

は

や

飽

和

點

に

：近

#'.;
ぃ
た
。
そ
の
打
開.
の
途
は
一
に
農
^. 

の
：
多

角

北

AJi^

約
化
に
求
め
ら
れ
る
-'
o
こ
の
事
情
は.
昭
和.
十
一
一
ー
年
贮
發
表.
せ
ら
れ
た「

童
耍
費
作
觀
響
，殖
十
箇
年
計
畫」

に
具
體
化
さ
れ. 

(

米
は
千

:̂
1*
單
位
、
そ
<7

>
他
は
千
斤
'

〕
ノ .
 ,
'
..'
..

ハ
；:：
；:,
 

-
r

v
 -
 •
-
 

.:
:

...
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昭
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十
三
年)  

九
、
二
三
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五
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六

〇
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〇
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ご

、
九

四

四
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'
九

七

四 
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.

九
、九
，
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一
四 

.
ニ
：
、
六
五
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ニ
、
三
一
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議

初
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同
十
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廿
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'

f

,
, 

十

年

後.

め

：增

產

豫

定

額
.

は

、.

米

の

ニ

四%

に

比

し

て

、

そ

，
の

他

の

エ

業

用

作

物

^

四
--

1
%

.

乃

、
至

六

四0
0
炻

の

高

率.

を

示

す

。

そ

め

： 

0
: 

.
中

'

に
^

「

米

亦̂

重
_

^

:1
£

'
"(

7
)方

向

と

ェ

業

原

：廣

生

齑

--

1
と

し

；ば

の
.

嘗

來

の

：
缶

.

務

；が
/:
>

.

姻
0
;

に
指
亦
ー
さ
れ

.

て

ゐ

る

：.0
.

\

ノ

'

」

^
^
へ

"
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一
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a

事
變
の
進
展
は
米
作
抑
議
の
方
針
を
許
さ
な
く
な
つ
た
。
食
糧
確
保
の
必
要
が
先
決
要
件
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ.
の
結
果
、

1

面 

加
ら
は
食
糧
孜.
策
*

* .
の
| |
:

嫩
ょ

り

來

か'增
1 :
を
ー
計
り
、
他

面

か

ら

は

重

要

產

業

の

調

和

的

發

展

を

目

標

と

し

て

、

豪

灣

米

穀

移

出

管 

理
令
水
發
^-
さ
れ.
、
昨
¥;
ゼ
ー
月 

一n

り

實
施
を
見
た
々
.米

管

令

は

そ

の

外
、
多
角
經
營
に
ょ
る
農
家
慕
濟
の
安
定
い
熱
帶
豪
灣
の 

持
殊
亂
防
命
の.
發
撖
を
目
的
と
し
、.
生
產
費
補
償
を
建
前
と
す
る
移
出
米
の
公
定
價
格
買
上
制
を
內
容
と
す
る
。
そ
れ
は
た
し
か
に
米 

.

穀
の
國
家
管
理
へ.
の
一.
過
救
で.
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
し
か..
も
單
に
米
の
問
題
^

み
な
ら
ず
、
臺
灣
農
業
全
霍
の」

計
畫
北
'
へ.
の
，
一

指

標

.
で

あ-
る,
.
.

.  
.

•■, 

•
.
,
;.  

:

■■. 

ノ
 

：

:...

米
管
理
令
の
買
施
に
際
し
て
は
、•
^:
の
直
前
直
後
一
一
囘
に
亘
る
買
上
價
格
の
引
上
げ
を
見
た
。
こ
の
事
は
米
管
令
め
將
來
に
對
しV
 

.早
く
も
暗
影
を
投
げ
^'
け.
た
。
'し
た
が.
？

そQ

勵
行
の
た
め
に
は
、一

.
層
の
管
理
が
要
望
せ
ら
れ.
て
ゐ
る
。
必
然
.そ
れ
は
雷
米
の 

み
な
ら
ず
島
內
消
費
米
を.
も
含
め
て
の
、
全
面
的
管
理
へ
と
進
展
し
つ
k
あ
る
。
叉
他
の
作
物
と.
の

競

合

に

つ

い

；て

も

贵

-#
の

艰

化 

が..
必
要
で
あ-
る
。
か
く
て
臺
灣
農
乾
は
益.5

計
畫
性
を
具
備
レ
て
ゆ
く
と
思
は
れ
る
。

••

米
彀w

#
す
る
管
理
の
實
施.
ゆ
.
そ
の
最
大
の
競
爭
相
手
た
る
溏
業
に
も
統
制
の
波
及
を
な
さ
し
め
ず
に
は
お
か
な
い
タ
前
記
の
米 

,
管
令
>
狀
前
後
し
て
、
.̂

年.
ナ
月
三
日
制
定
^-
ら
れ
た
臺
灣
糖
業
令
が
そ
れ
で
あ
る
0:
い.
ふ
ま
で
も
な
く
，糖
業
令
も
、
農
業
苒
編
成
の 

..1

半
を
擔
^
も.
の
セ
あ
り
»:.
併
^
て
製_

業
^
甘
蔗
農
業
の
聯
携
の
緊
密
化.

砂
糖
配
給
の
圓
滑
化
を
目.
的
と
す
る
も
の

‘で
あ
る

。' 
ノ

糖
業
の
發
展
が
豪
灣
資
私
主
義
化
の
樞
軸
で
あ
衫
•

そ.
の
供
給
す
る
製
糖
が
わ
が
國
の
砂
糖
自
給
性
達
成
の
上
に
、
‘嚴
大
の
貢
献
、を 

な
し
來
.0
た
事
は
4
目

め

，
認

め

る

所

で

.
あ
る
0
こ.
の
事
は
叉
弓
滿
&

を
義
と
す
ー
る
東
盥
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
つ
：

>
:v

も
充
分
期 

# :

t
ら

れ

る° -

レ
か
る
に
最
近
の
事
情
は.•

.

米
穀
の
確
保
を
前
面.
に
押
し
出
し
、
糖
業
は
や
、
も
す
れ
ば
一I

次
的
■
心
に
引
下
げ
ら
れ 

壅
霞
濟
の
外
地
财
性
骆 

一
--

O

九

C
:r
l

-A
九)



霧

經

濟

の

外

地

的

I

.
 

ニ

.〇

(

一
二
九
〇

〕

る
。S

實.
阼
牢
來
の
^
地
米
榖
不
足
對
策
と
し
て
、
本
年
度
竅
灣
米
五
十
萬
石
の
增
產
が
計
搽
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
甘
蔗
畑
五
十
帀
、
 

■-
«
藉
そ
5
他
で.
一.
萬
一
一
千
甲
、
合
計
一
萬
七
千
甲
の
減
反
を
行
つ
て
、
こ
れ
を
水
稻
に
振
り
向
け
る
事
と
さ
れ
た
o.
蓬
}來
米
增
康
確
 ̂

の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
甘
蔗
作
用
地
五
干
甲
の
減
反
が
豫
定
さ.
れ
て
ゐ.
る
。
た
と
ベ
そ
の
代
償
と
し
て
，總
.督
府
の
意
向
に
基

き

山

地

•
- 

r
開
#
地
に
千
六S

-

の
新
栽
培
地
を
得
た
と
し
て
も
、"近
き
將
來
に
お
け
る
產
糖
額
の
減
少
は
免
れ
得
べ
く
も
な
い
。
砂
潇
も
國
民
の 

主
要
食
糧品
た
る
に
變
り
は
な
い
。
最
近
で
は
輸
出
餘
カ
さ
へ
見
せ
た
砂
糖
の
と
の
減
產
は
、
日
本
經
濟
に
對
す
る
影
響
も
少
な
か
ら 

ざ
る
も
の
が
あ
る
。
た

'̂
す
べ
て
は
米
の
.
必
要
の
前
に
壓
倒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
少
く
と
，も
ブ
ロ
ッ
ク
圈
内
の
自
給
^H

は
確
保 

さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

蘭
印
*
佛
即
問
題
の
攮
頭
と
ヒ
の
，方
丽
に
對
す

.
る
日
本
の
積
極
的
關
心
は
、來
亞
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
內
に
お
け
る
砂
糖
止
へ
治
の
問
遛
'?
:

j  

轉
機
を
與
へ
る
可
能
性
を
濃
厚
杧
し
た
。
日
本.
の
南
方
政
策
の
決
定
的
前
進
と
、
蘭
印
•
佛
印
と
の
經
濟
的
提
携
の
緊
密
化
は
、
こ

七

，
 

ら
地
方
の
重
要
生
產
物
の
一
た
る
砂
糖
の
供
給
を
期
待
し
う
る
事
と
な
ら
う
。
そ
の
限
り
廳
讓
の
他
方
面
へ
の
轉
換
が
問
題
と
さ 

,

わ
る
。
現
狀
を
以
て
し
て
は
、
，ど
の
程
度
ま
で
か
、
る
事
愦
が
進
展
す
る.
もQ

.

か
、
見
透
し
を
許
さ
な
い
。
@ -
端
な
論
者
は
臺
灣
蔗
作 

.
の
米
竹
及
び
棉
作
へ
の
振
り
更
へ
、
或
は
摩_

業
の
南
支
歷
等
を
そ
の
解
決
策
と
し
て
擧
げ
る
。
目
下
の
所
、
確
定
的
解
答
は
不 

.

可
能.
で
あ
る
。
た
V

戰
爭
遂
行
中
、
國
民
食
糧
問
題
の
觀
點
よ
り
も
、
砂
«

供
給
の
確
保
は
不
可
缺
で
あ
り
、
臺
灣
產
糖
額
，の
維
持
が 

必
耍
で
あ
る
事
を
指
摘
ず
る
に
止
ま
る
べ
き
で
あ
る
。 

、

、こ
と
に
糖
•

の

副

業

と

し

て

の

'、ハ
ガ
ス

•
ハ、ル.
プ
工
業
並
び
に
無
水
酒
精
工
業
は
、
最
近
^

み

に

重

要

性

を

增

大

し

た
。

前

者

は

纖

維
 

資
源
と
し
て
、
後
者
は
代
用
燃
料
と
し
て
、
共
に
時

局

的
慣
値

.の
大
な
る

も
の
/
で‘あ
名

？

'

‘

.

.
f
蔗

の

部

殼

た

^
'、ハ
*カ
ス

は

*
現
祖
に
ぉ
ぃ
て
大
部
八
刀

±
1̂
糖

燃

料

に

使

用

：さ

れ

.て
ゐ

る

0

パ

ル

プ

原

料

と

し

て

は

.契

睛

ェ

場

に

ぉ

い

て

費

消

さ

れ

た

甘

蔗

に

對

し

、

二

割

の

生

齑

額

が

あ

る

0

昨

年

度

に

お

い

て

は

、
臺

灣

全

精

溏

工

場

で

使

用

さ

れ

た

約

一

\

百

億

斤

の 

甘

蔗

か

ら

、

四

十

億

斤

の

バ

ガ

^ :
が

產

出

さ

れ

た

。

必

要

パ

.ル
ブ

の

大

部

分

を

輸

入

に

仰

ぐ

わ

が

國

の

現

狀

に

鑑

み

、

パ

ガ

ス

パ

ル

プ

H
.

業
の.
前
途
は
大
い.
に
腿
目
さ
れ
て
ょ
い
。. 

.

.

.

無
水
酒
精
の
製
造
は
、.
一
層
重
要
性
を
有
す
る
。
從
來
製
糖
の
副
產
物
た
る
糖
密
を
原
料
と
し
て
工
業
酒
精
を
製
造
し
、
年
々
十
八
、
 

九
萬
石
の
產
出
額
を
擧
げ
て
ゐ
た
。
し
か
る
に
ガ
ソ
リ
ン
混
人
用
と
し
て
有
効
な
無
水
酒
精
の
坐
康
が
可
能
と
な
つ
て
か
ら
は
、
燃
！̂ 

國
策
上
50
必
耍
か
ら
、
昭
和
十
三
平
以
降
、
本
格
的
に
そ
の
製
造
に
**
手
し
た
。
.
こ
と
に
原
料
と
し
て
は
甘
蔗
が
最
も
合
理
的
な
る
靳

が
明
ら
か
と
な
つ
て
、
そ
の
增
茆
準
備
は
着
々
進
行
中
で
あ
る
。
. 

.

調
查
の
結
集
と
わ
て
、

他
の
作
物
に
比
し
て
、
甘
蔗
か
ら
の
單
位
面
積
當
り
酒
精
得
量 

が
最
多
量
で
あ
る
事
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ.
る

。(

上
^ ,
參

照)

代
用
液
體
燃
料
は
、
多
*
且 

つ
安
價
な
坐
產
.を
絕
對
的
な
要
件
と
す
る
が
故
に
へ
原
料
費
の
比
的
安
價
な
甘
蔗
の
利 

.
用

は

最

適

の
も
の
と

見

ら

れ

る9 

.

.

.

.
パ
ル
プ
工
業
も
無
水
酒
精
工
業
も
、
現
在
建
設
中
の
域
を.
脫
し
な
い
が
、
數
年
後
に
は 

.

そ
れ

ぐ

ff
i
當
多
量
の
生
產
が
豫
期
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
後
述
す
る
が
如
く
こ
れ
等
に 

對
す
る
水
力
電
氣
の
利
用
も
、
着
々
進
展
中
で
あ
る
。

か
く
見
る
と
き
％
臺
灣
糖
業
は
砂
糖
、
パ.
ル
ブ
、
酒
精
の
三
大
支
柱
に
打
ち
建
て
ら
れ 

て
、
益
々
意
義
を
高
め
つ
、
あ
る
。
.と
の
關
係
か
ら
の
來
亜
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
に
對
す
る
寄
與
も
、
決
し
て
無
視
さ
る
べ
き
で
な
い
。
し 

か
ら
ば
米
霖
業
と
相
並
ん
で
、
そ
の
調
和
襲
展
こ
そ
、
最
も
望
ま
し
い
と
言
へ
ょ
ぅ
。
' 

.

察

脔

經

濟の
外
地
的
性

格

V 
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經
被
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外
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ニ
ニ 

. 

C
1
U

丸
ニ)

し
議
經
濟
の

.
現
飛
及
妙
將
來
を
考
察
す
る.
に
際
し
ズ
试
、.
前
述.
パ
ル
：ブ
、姐
！水.
酒
精H

業
以
外
，の
新
興
重
•
化
學
工
業
の
部
門
に
っ
い 

,
て
も
注
目
を
微
ん
必
’耍
が
あ
る
0
最
避
に_
お
：け
る.
水
ヵ
電
氣
資
源
‘.の
開
發
が
、
：そ
の
勃
興
の
鏈
と
な
っ.
た
事
に
っ
い
て
は
一
言
し
た
。
te 

和W

年
に
お
け
を
日
ル
：# 4.
發
電
所(

十
萬
キ
ロ )，

の
完
成
が
そ
の
端
緖
と
念
っ
た
。

.#
:
廉
な
電
力
供
給
を
背
景
と
し
て
、«
雄
の
臨
海
地 

域
六
十
萬
坪
0
エ
：業
地
帶
に'.ブ
ル
ミ
ニ
ゥ
ム
エ
業
上
金

«

マ
グ
ネ
シ

'ゥ
4
エ
業
が
誕
坐

.̂

基
隆
に
は
合
金
鐵
工
業
が
起
っ
た
。
そ
の 

後
の
急
*
度
の
：
エ
業
化
進
展
ぼ
、

.
ま

も

な
:<
1 :
'
カ
不
^
を
惹
趄
し
た0
こ
れ
：

H

對

應

し

，て
昭
へ
和
十
一

.
一.年
，に

は

日

月

潭

第

二

儀

所

(

ft 

萬

禮

千

五

否

キロ)

が
売
成
し
、
さ
：ら

に

霧

社

大
:'

^
澳
溪
水
カ
發
電
計
鲞
尨
樹
立
さ
れ
た
。
又
東
部.
臺
灣
の
工
業
化(

ア
ル
ミ 
一

1

1
ム
、

:  
一̂
.
ケ
：

ル
、
：：，

憐
寸)

.
に
對
し
て.
も
、.一

一
十
六
萬
キ
ロ
の
發
電
計
畫.
が
遂
行
中
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
つ
て
新
興
工
業
の
發
股
は
正
に
躍
進 

:

的
'tr
.

あ
る
。
前
記
工
業
の
外
0

ッ
ケ
ル
、
ッ_
1
ダ
、
天
然
ガ
ス
利
用
工
業
，
皮
革
工
業
、
，製
鐵
工
業
、
等
續
々
と
計
靈
中
乃
至
は
建 

:

設
中
で
あ
る.
。
同
時
に
高
雄
继
、
花
連
港.

'M-
摟
港
等
の
諸
工
業
港
の
建
設
も
相
次
い
で
行
は
れ
、
工
業
化
の
前
途
は
洋
々
た
る
も
の 

.
を.
思
は
せ
る
。 

：

.

.

,
•
 

’
\

概
別
し
セ
そ
れ
は
國
防
的
見
地
に
ょ
る
重.
工
業.
の
發
達
と
、
南
方
經
濟
圈
と
の
聯
關
の
下
に
お
け.
る
電
'氣
化
學
工
業
の
興
隆
と
の
ニ 

方
面
に
分
け
て
考.
へ.
る
事
が
出
來
る
。
國
防
的
據
點
と
し
て
の_

灣
の
位
置
の
重
大
化
は
、
現
地
支
辨
主
義
に
基
い
て
兵
器
工
業

の

移

 

猶
、
，重
工
業
の
建
設
を
促
進
し
た
。
他
方
に
お
い
て
'爾
氣
化
學
エ
業
の
發
達.
は
、
主
と
し
て
南
支
南
洋
或
は
滿
洲
に
お
け
る
海
外
地
卞 

資
源
と
本
鳥
電
力
の
結
合
を
基
礎
と
す
る
。
し
た.
炉
つ
て
日
本
の
南
進
性
を
具
體
化
す
る
最
も
有
カ
な
耍
因
と
見
る
菓
が
出
來
る
。
そ 

の..關
聯
を
表
記
す
れ
ば
次.
の
如
く
で
あ
る
。

■

:

:
 

會

：

社

：
名
'
.
一
所
在
地

 

資
源
地
及
^
源务

,

ア
ル
ミ
ニ
ゥ

_

ム
. 

■日
本
ア
.ル
ミ 

.

高
.

碓

.
，
南

洋

ゼ

ン

タ

ン

島

の

ボ

ー

ギ

サ

ィ

ト

金
屬
..マ
グ
ネ
ガ
ゥ
ム

ニ

ッ

ケ

ル

.

合
命
鐵
.：

電
铽
製
鐵

.

.硫

安

‘

讓

零

憐
酸
肥
料
..

：

南
日
本
化H

及
び
姐
電
化
高

：
‘ 
'雄

1:
邦
金
屬
製
錬 

臺
灣
電
北 

臺

m

.

.
 

.

臺
灣
電
工 

新
興
窒
素
工
業 

苽
洋
常
化
.-

花 新 松 寒 花  

蓮 蓮

港 ’竹 山 隆 港

〃
滿
洲：

の>
グ
ネ
サ
ル
十
之
臺
灣
の
：エ

業

鹽\ 

.
 

南
阿
サ
ウ
ス
メ
ロ
ト
デ
シ
ブ
の
原
鑛
ょ
り
二
ッ
ケ
ル
と
づ
バ
ル

旅
順•
大
連
の
硅
石
と.
八
旙
の.
曆
鐵
ょ
り
硅
素
鐵
'

怫
印
の
鐵
鑛
石
と
比
律
賓
の
マ
ゾ
ガ
ゾ
顧
ょ
り
低
憐
銑 

新
竹
州
の
天
然
ガ
ス.

.

花
蓮
港
廳F
の
石
灰
石 

南
洋
ァ
ゾ
ガ
々
ル
島
の
燐
鑛
石

花.
，蓮

m 

:

6 ;〕

國f

經
濟
週
報
第
廿
一
卷
散
十
一
號
ニ
愛
’

外
部
資
源
の
利
用
と
い
ふ
點
に
お
い
て
は
、
^
れ
ら
は
臺«
產
業
と
し
て
正
に
劇
期
的
な
も
め
と
考
へ
ら
机
る
。
こ
れ
:̂
:
對

し

■伺 

ュ
4

力
利
用
の
度
を
進
め
つ
、
は
あ
る
が
、
'パ.
ガ
ス
*
。ハ
ル.
プ
工
業
、或
I

水
酒
精
工
業
の
如
き
放
、
從
來
の
農
產
品
工
業
か
I

• 

- 

- 

* 

• 

• 

r
.

生
'脫
却
し
た
も
の
で
あ
り
、.
著
し
く
そ
9
|
質
を
異
に
す
る
？ 
..
,.

//
.
 
:
v.
 

.  .
V:

. 

■
 

 ̂

i 
9

.

• 

..
:

,.
、- - 

一.

'%
•,  

r
 

..

.

そ
 

V -

.
.

.

 

....-

.

..
叙

上

■
の

如
<
、
，綦
灣
經
濟
の
現
狀
は
極
め
て
複
雑
な
る
狀
勢
の
裡
に
あ
る
。
農
業
の
再
編
成
と
工
業
化
の
進
展
を
刺
と
し
て
そ
れ 

は
急
速
な
る
轉
囘
を
續
妙
つ.
V,
あ.
る
。
農
業
搏_

減
<
ょ
，
つ

て

、

.
恐
ら
く
米
•
蔗
作
の
相
刻
は
排
除
さ
れ
る

.C
0

み
な
あ
ず
從
來
の
農
產 

品
加
工
工
業
の
域
を
脫
し
龙
純
工
業
钠
次
话
«

。.ハ
ル
、フH

業
、
，：a

- i

酒
精
工
業
等)

が
期
待
せ
ら
れ
石
。
し
か
^

そ-
れ
は
紙
成
の
體
制 

內
こ
お
c

y

IT

は
れ
る
も
の
だ
け
に
，
多
分
に
現
狀
維
持
的
な
色
彩
を
殘
す
。
こ
れ
に
對
し
新
興
電
氣
化
學
工
業
及
び
重
工
業
の
發
展 

ま
，
正
に
新
分
野
の
開
拓
で
あ

り

、
，外

部

資

源

の

獲

得

*,
新
資
源
の.
開
#
を
條
件
に
頗
る
能
動
性
に
窟
む
。
豪
囊
必
工
業
化
を
問
題
と. 

祭
鹆
經
濟
の
外
地
的
性
格
；
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す
る
限
り
こ
の
部
門
に
重
敔
を
置
か
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
で
あ
る
。
蓋
し
そ
れ
は
又
日
本
の
南
進
政
策
に
對
し
、j

の
推
進
力
を
形 

成
す
る
が
故
で
あ
る
。 

.

@

情
勢
の
最
近
ま
で
の
經
過
に
お
い
て
、
日
本
の
南
進
牲
は
愈
そ
磡
定
的
と
な
り
來
つ
た
0
第
二
次
近
.衞
內
閣
の
標
榜
す
る
大
東 

55
共
榮
圈
の
確
立
の
た
め
に
は
、遠
く
蘭
印.•
佛
印
へ
の
聯
携
が
提
唱
さ
れ
て
ゐr

る
？
こ
れ.
に
應
じ
て
臺
灣
の
南
方
據
點
と
し
て
の
.意
義 

は
決
定
的
^
も
の
で
あ
る
o
 .

,

■'.

軍
事
的
に
南
方
兵
站
蕋
地
と
し
て
の
臺
灣
の
地
位
に.
つ
い
て
は
、
何
人
も
疑
念
の
餘
地
は
な
い
。
又
經
濟
的
に
も
•
南
方
政
策
の
前 

衞
恶
地
と
し.
て
の
そ
の
役
割
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
，0
た
^
か
、
る
■も
の
と
し
て
の
體
制
を
と
る
た
め
に
迎
り
行
く
豪
灣 

經
濟
自
體
の
進
路
に
つ
い
て
は
問
題
の
提
起
を
免
れ
な
い
。
前
述
の
南
友
資
源
を
基
礎
と
す
る
電
氣
化
學
工
業g

發
展
は
、
臺
灣
の
エ 

1

を
促
進
し
つ
、
臺
灣
經
濟
の
自
主
的
傾
向
を
濃
厚
と
す
る
。
こ
の
事
は
た
し
か
に
、C

地
に
對
す
る
從
來
の
經
濟
的
依
存
亂
係
.か 

ら
の
^
分
的
離
脫
を
意
味
す
る
。

外
地
竅
灣
の
か
く
の
如
き
趨
勢
に
對
し
て
、
本
國
は
無
關
心
で
あ
り
得
ょ
ぅ
か
。
來
る
べ
き
大
東
亜
共
榮
圈
の
形
成
に
際
し
て
、
豪 

灣
が
南
方
資
源
に
對
す
る
工
業
基
地
と
し
て
の
能
動
的
役
割
を
擔
當
す
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
か
\
る
傾
向
の
助
長
は
ま
こ
と
広
望
ま 

し
い
と
言
へ
る
。
し
か
し
現
狀
を
以
て
見
る
に
、
米
•
砂
糖
と
共
に
、諸
種
の
工
業
原
料
の
主.
要
顧
客
は
依
然
と
し
て
內
地
で
あ
る
。
と 

言
ふ
ょ
り
は
寧
ろ
灼
地
は
偷
多
分
に
臺
灣
の

食

糧

•
原

料

提

供

に

期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
實
漱
に
あ
る
0
、
米
、砂
糖
は
じ
め
棉
花•
麻
類
、
 

鑛
產
物
等
の
供
給
は
、
將
來
に
お
い
て
も
內
地
經
濟
活
動
の
基
礎
的
條
件
で
あ

,̂
ぅ
。
さ
ち
に
^-
發
展
し
行
く
毫
灣
經
濟
は
、
内
地
製 

品
の
重
要
な
る
販
賣
市
場
、
内
地
資
本
の
投
下
領
域
と
し
て
も
、
引
續
き
偕
：値
あ
る
存
在.
た
る
を
失
は
な
い
。：

.

.

最
も
積
極
性
に
營
む
臺
灣
新
興
工
業
部

門

に

つ

い

.V

見

て

も

、
.

こ

、

に
一
つ
；
の

制

限

的

要

因

を

考

慮

'

せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
そ

れ

は

竅

r

1
^
濟
自
體
が
旃
方
資
源
の
獲
得
に
對
し
て
與
ふ
べ
き
反
對
給
付
を
有
し
な
い
事
で
あ
る
。
帟
方
諸
邦
の
大
部
分
は
、
現
在
な
ぼ
多
タ 

に
農
業
領
域
た
る
に
止
り
、
對
日
輸
入
賀
易.
の
主
體
は
內
地
輕•
雜
工
業
製
品
で
あ
る
。
豪
灣
新
興•工
業
が
、
や
が
て
提
供
す
ベ
き
新
©
ハ
 

匕
學
製
品
の
販
路
と
し
て
は
、
そ
れ
は
餘
り
に
も
低
度
の
經
濟
的
發
展
過
程
に
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
反
對
給
付
の
授
與
者
が
依 

然
と
し
て
內
地
で
あ
り
、
か
つ
亦
新
興
化
學
製
品
の
主
要
な
る
賀
手
も
內
地
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
豪
灣
工
業
の
自
立
性
、
ひ
い
て 

は

議

經
I

般Q

皇

性

樊

に

は

I

一
 
定
の
限
度
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
結
成
下
、
外
地
經
濟
S

す
る
内
地
の 

: t
導
^
は
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
强
化
を
さ
へ
豫
想
さ
れ
■る
の
で
あ
る

.
要
a
臺
灣
經
濟
の
將
來
も
•
日
本
經
濟
の
今
後
の
發
展
の.
一
環
と
し
て
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
*
大
.東

亜

共

榮 

圈

乃

至

はS

經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
體
制
の
觀
點

/J
>
ら
，
全
領
域
に
つ
い
て
の
齔
織
的
産
慮
が
行
は
る
べ
き
事
は
當
然
で
あ
る
、
た
C
そ 

の
根
幹
を
形
作
る
も
の
は•
內
地
經
濟
の
計
锴
化
に
應
じ
て
の
、
豪
灣
經
濟
に
對
す
る
計
畫
性
の
附
與
で
あ
る
。

そ
l

. i

從
來
の
公
式
的
な

外
地
的
經
濟
關
係
の
排
除
を
意
味
す
る
，も
の
，で
は
あ
ら
ぅ
が
、
決
し
て
そ
の
全
面
的
否
定
で
は
あ
り
得 

な
ハ
。
的
地
の
指
導
下
に
お
い
て
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
內
，

I

構
成
要
素
と
し
て
の
稗
出
發
に
外
な
ら
な
い
。
ょ
り
具
體
的
に
は
食
糧
或 

は
必
要
原
料
の
内
地
提
供
に
つ
い
て
は
、
從
來
の
體
制
を
維
持
し
つ
\

他
方
に
お
い
て
、
或
る
獲
の
自
立
性
あ
る
工
業
體
制
を
整 

/

て
、
南
方
進
出
の
基
地
た
る
使
命
を
艰
す
べ
き
で
あ
る
。
屢
e
指
摘
し
た
如
く
、
南
へ
の
進
出
が
わ
が
國
今
後
の
經
濟
的
^
活
圈
描 

保
に
資
す
る
以
上
、
そ
の
據
點
と
し
て
の
臺
灣
の
任
務
遂
行
の
た
め
に
は
、
何
ょ
り
も
内
外
地
一
貫
せ
る
政
策
*
計
畫
の
樹
立
が
望
ま 

し
い
。
南
方
發
展
の
先
導
的
役
割
こ
そ
、
現
下
の
臺
灣
が
擔
ふ
根
本
的
使
命
で
あ
る
。

/

 

.

〔

附
記〕

昨
年
度
に
引
續
き
三
井
高
陽
氏
寄
附
の
時
局
問
題
研
究
資
金
の
授
與
を
受
け
た
。
本
稿
讓
に
際
し
、そ
れ
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

紙
上
を
通
じ
て
厚
く
御
禮
を
申
し
述
べ
る
次
第
で
あ
る
，

K
®

經

濟

の

外

地

的

他

格

r

五

(1U
.

九
五)


